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悪役令嬢に転生しましたが、魔法のハンドメイドで最推しの王太子殿下に甘く蕩かされてます









［著］熊野まゆ

［イラスト］小倉つくし














　もくじ






第一章　悪役令嬢ルウナ

第二章　潔白の生誕祭

第三章　幸運の行方

第四章　月夜の嫉妬

第五章　幸せな時間




















第一章　悪役令嬢ルウナ












　公爵令嬢ルウナ・ハルフォード。

　その名前は前世からよく知っていた。

　物心ついたときには、ここが漫画の世界だとわかっていたから、私――ルウナがいわゆる悪役令嬢だということも早くに認識した。

　前世日本で大好きだった恋愛ファンタジー漫画の世界に転生できて嬉しいものの、なぜ私は悪役なのだろう。

　ただ、王太子クリスティアン殿下の婚約者だという立場に関しては恵まれている。

　クリスティアン殿下は前世からの最推しだ。

　そんな彼の婚約者になれてすごく嬉しい――のだけれど。

　原作通りにいけば、私は漫画のヒロインを虐めた罪で死刑になってしまう。そうなればもちろんクリスティアン殿下との婚約も解消される。

　もう春だというのに、考えただけでぞっとして寒気が走った。

　私は破滅の道なんて絶対に歩かないわ。

　そのために、日頃から原作のルウナとは違う、自分なりの行動を心がけている。漫画の悪役令嬢と同じ轍てつは踏みたくない。

　コンコンと、扉の向こうからノック音が聞こえた。

「――ルウナお嬢様、お手紙が届いております」

　私室の執務椅子に座っていた私は、やってきたメイドに「ええ、ありがとう」と言って手紙を受け取った。

　本来のルウナならメイドにお礼を言わないけれど、だれに対してもなにに対しても感謝の気持ちを示すことは大切だ。

『ありがとう』は、人と人との縁を繋ぐ魔法にもなると私は思っている。

　それに『ルウナ』は、銀髪碧眼ぎんぱつへきがんのストレートヘアで、どこか圧のある目つきをしている。

　我ながらいかにも冷淡そうな風貌だから、せめて言葉だけでも柔らかくなるよう心がけていなければ、悪役感が拭えない。

　メイドが部屋から出ていくのを見送ったあと、私は気を取り直して手元の手紙を見た。

　美しく整った文字を目にするなり「あぁ」と、感嘆してしまう。

　クリスティアン殿下からの手紙にはいつも鮮やかな色の封筒と便箋が使われている。見ているだけで心が明るくなる。

　私はうきうきしながら封蝋ふうろうを外して、手紙の内容を確かめた。

　お城へのお呼び出しだわ。

　このハルフォード公爵邸と、殿下がいらっしゃるナイトレア城は目と鼻の先にあるから、お互いによく行き来している。

　私は手紙を読み進める。

『きみの魔法をそばで見たい』

　手紙に書かれている『魔法』というのは、比喩とは違う。

　この世界には本当に魔法が存在している。

　クリスティアン殿下は膨大な魔力量を誇る、ナイトレア国きっての魔法使いだ。

　そして私はつい先日、魔法学園を卒業したばかりである。

　学園生活では、悪役令嬢になりかねない行動はすべて避けていた。

　茶会や舞踏会には最低限しか顔を出さないことで取り巻きを作らず、魔法学園で一緒だったヒロインのヒルダ嬢とは極力関わりを持たなかった。

　そうして私は、悪目立ちすることなく無事に魔法学園を卒業できたというわけだ。

　前世では事務員として働く傍かたわらハンドメイド品の製作に明け暮れていたこともあり、この世界でも私はアクセサリーや雑貨を製作している。

　けれどただ雑貨を作るのでは面白くないから、魔法学園での学びを活かすことにした。

　出来上がった物には、魔法で特殊な効果をつけることができる。

　特殊――といっても効果はささやかなもので、少しのあいだ空に浮かぶことができるだとか、服がまったく汚れないようになるだとか、そういったことだ。

　クリスティアン殿下には、そういうハンドメイド品が珍しいらしく、このところはよくお城に呼び出される。

　彼が大好きな私は大喜びでお城へ足を運んでいる。

　私はもう一度、クリスティアン殿下からの手紙を読み直した。流麗りゅうれいな文字にほれぼれする。字は体を表すと言うけれど、まさにその通りだ。

　そうして約束の日が待ち遠しくなってくる。

　彼の顔を頭の中に浮かべて想いを馳せる。

　いまのところクリスティアン殿下とは良好な関係を築いているものの――心配事は尽きない。

　漫画の世界でルウナが断罪されるのは、十八歳になってから。私は一週間前に誕生日を迎えたので、いよいよその時が迫っている。

　もうすぐクリスティアン殿下とヒルダ嬢が出会う。ふたりが運命的な出会いを果たせば、私は完全に邪魔者だ。

　ずうんと気分が沈む。

　いいえ、弱気になっていてはだめだわ。

　私はぶんぶんと首を振ることで、不安と恐れを振り払った。






　クリスティアン殿下との約束の日。

　お城へは歩いていくほうが手っ取り早い気もするのだけれど、馬車を使う。

　ほんの数分、馬車に揺られればすぐお城の玄関前に到着した。

　ナイトレア城は広大で荘厳だ。

　前世の漫画で見たときはお城の一部分しかわからなかったせいか、初めてお城へ行ったときはその絢爛けんらんさに目をまわしそうになった。

　紺色の屋根と真っ白な壁、連続したアーチ窓が優美すぎて、いつ来ても夢見心地になる。

　馬車の扉が開いたので座席から立つ。

　すると、クリスティアン殿下が迎えてくれた。

　最近はいつも出迎えてくださる。お忙しいのに申し訳ない気持ちと、いち早くお会いできて嬉しい気持ちでいっぱいになる。

「会いたかったよ、ルウナ」

　優しい言葉とともに差し出された手を取り、馬車を降りた。

　そのあとで私は「光栄でございます」と言いながら膝を折り、深々と頭こうべを垂れてレディのお辞儀をした。

　正直なところ、漫画でこのお辞儀を見たときはいやにわざとらしいと思っていたけれど、この世界ではこれが常識だ。

　私はあらためて彼を見上げる。クリスティアン殿下は長身だから、こうして上を見なければ顔を見ることができない。

　私と目が合うなり、クリスティアン殿下は人好きのする笑みを浮かべた。

　毛先に緩いウェーブがかかっている漆黒の艶やかな髪を春風がひらひらと揺らす。

　紫色の神秘的な瞳に見慣れることはなく、目が合うたび虜になる。

　いつも笑みを絶やさないクリスティアン殿下は、本日も壮絶に麗しい。

　彼は私よりも六つ年上の二十四歳だけれど、年齢よりも大人びて見えるのは、殿下がいつも落ち着いた振る舞いをなさるからだろう。

　ああ――幸せ。

　彼のそばにいられることが嬉しい。贅沢にも思えてくる。

「どうかした？」

　クリスティアン殿下が身を屈めて私の顔を覗き込んでくる。

　私は内心とても焦りながら「なんでもございません」と答えた。

「そう？　じゃあサロンへ行こうか」

　殿下の先導で歩きはじめる。広いエントランスホールの中央にある階段を上る。

　ダイヤの形をした白と黒のタイルが敷き詰められた廊下の端には彫像や絵画が飾られている。

　前世のときから、こういうお城は好きだった。歩いているだけで、まるで自分がお姫様にでもなったような気分になる。我ながら有頂天になりすぎだ。

「ルウナは城に来ると、いつも目を輝かせるね」

　クリスティアン殿下に言われた私は「はい」と頷いた。

「いつ拝見しても素敵なお城ですから、つい魅入ってしまいます」

「そう――よかった。この城は、近い将来きみの居所になる」

　このまま順調に事が運べばたしかに、私は殿下と結婚してこのお城に住むことになる。

　クリスティアン殿下と、結婚。

　できるのだろうか。できるのなら、すごく嬉しい。この上ない幸せだ。

　けれどまずは生存第一である。悪役の運命から逃れることが最大の目標だ。

「……ルウナ？」

　呼びかけられたことではっとする。クリスティアン殿下は足を止めて私を見ていた。

「はい、楽しみにしております」

　私が笑みを返すと、殿下はまた歩きだした。

　案内されたサロンにはさまざまな色の薔薇がそこここに飾られていた。

　甘い匂いに包まれて、幸せな気分になる。

　私と殿下が横並びでソファに座ると、給仕係の侍女がすぐに紅茶を淹れてくれた。侍女に「ありがとう」と声をかけ、ティーカップのハンドルをつまむ。

　いい香り。飴色の紅茶はとても美味しそうだ。

「ルウナはだれにでも分け隔てなくお礼を言うね」

　ティーカップを持ったまま殿下のほうを見る。

　クリスティアン殿下もまた私と同じようにティーカップのハンドルをつまみ、落ち着いた仕草で紅茶を飲んだ。

「いいと思うよ、すごく」

　ストレートに褒められると照れてしまう。

「あ……ありがとう、ございます」

　殿下はこんなふうに、よく私のことを褒めてくださる。

　かあっと、頬が熱くなる。クリスティアン殿下が私のほうにばかり目を向けているから、よけいにそうだ。

「美味しそうなお菓子をたくさんご用意していただいたのですね」

　いたたまれなくなって話題を振った。

　ローテーブルの上にはケーキスタンドが置かれていた。果物を使った色とりどりのタルトが並べられている。

「どれが食べたい？　取り分けてあげる」

　この部屋に侍女はもういない。先ほど殿下が給仕はもう必要ないと、下がらせていた。

「いいえ、殿下がお先に召し上がってください。私がお取りいたします。どれになさいますか？」

　意気込んで尋ねると、クリスティアン殿下は「はは」と軽快に笑った。

「ルウナと一緒にいると本当、楽しいな」

　嬉しそうにほほえむ殿下が麗しすぎて一瞬、くらっとしてしまった。

「同時に食べるのはどう？　食べさせあいっこ」

　そう言うなり殿下は、私が好きなイチゴのタルトを小皿に取り分けてくれる。

　食べさせあうの？

　気恥ずかしくなってしまうのは、私だけだろうか。

　クリスティアン殿下はナイフとフォークできれいにタルトを切り分けた。

　ふたつに分かれたタルトが、二本のフォークにそれぞれ載せられる。

「さあ、手に取って」

　促されるままフォークを掴む。殿下も同じように、タルトが載ったフォークを手に取った。

「はい、あーん」

　口を開けたものの、私も彼の口元へタルトを運ばなければならない。

　これって、なんだか難しいわ。

　手と口を同時に動かさなければならない。なにより、殿下にタルトを食べさせるというのが、難易度が高い。

　間違っても、フォークで彼の唇を突き刺さないようにしなければ。

　フォークを持つ手が震えてしまう。

　いっぽうでクリスティアン殿下は私の口にタルトを含ませてくれた。

　私も早くタルトを差し上げよう。

　ところが手が震えているせいで、彼の口へ持っていくことができない。するとクリスティアン殿下は身を乗り出して、ぱくっとタルトを食べた。

「……ん。美味しい」

　殿下の赤い舌が覗く。舌なめずりをする殿下を見て、ドキッとする。

　待って、私――殿下の舌を見てドキドキするなんて、ふしだらだわ。

　前世で読んでいた漫画では、舌なめずりをするクリスティアン殿下なんて見たことがなかったせいに違いない。

　降って湧いた不埒ふらちな考えを払拭して自身を落ち着かせるため、私は深呼吸をした。

「ごめん、ルウナ。これじゃあきみが落ち着いて食べられないね」

　深く息をした私を見てなにを思ったのか、クリスティアン殿下は私が右手に持っていたフォークをそっと掠かすめとって小皿の上に置いた。

「やっぱりルウナが先に食べて。俺はきみが幸せそうに食べているのを見ているだけで満腹になるから」

　彼が言っていることの意味がわからない。

　食べるのは私なのに、どうして殿下がお腹いっぱいになるの？

「ね、ルウナ」

　けれどこんなに勧めてくれているのに、断るのもどうかと思う。

　私が「はい」と頷けば、殿下はにこっと笑って、ふたたびタルトを切り分けた。

「はい、二度目のあーん」

　自分で食べるつもりでいた私はまごつきながらも口を開ける。

　私の口を、殿下は微笑したままじいっと見つめている。

「……殿下？」

「ん――うん」

　タルトを口に入れてもらう。どういうわけか、先ほど食べたものとは違う味がする。

　なんだか甘酸っぱい。

　それに、くすぐったい感じもする。そわそわして落ち着かない。

　殿下に食べさせてもらっているのが畏れ多いせいだろう。

「――ごちそうさまでした」

　もう満腹だ。これ以上は食べられない。

　ところがタルトを食べおわっても、殿下は私の口元を見ていた。

「ここ……イチゴのソースがついてるよ」

　唇の端を指で撫でられる。

「えっ？」

　ソースを口にくっつけるなんて、殿下の前でなんという粗相だろう。

　うろたえていると、殿下が私の頭をぽんと軽く撫でた。

「ごめん、嘘。なんにもついてなかった」

　殿下が手を引っ込める。彼の指はたしかに汚れていない。

　ほっとしたものの、すぐに疑問が湧く。

　どうしてそんな嘘を？

　私が首を傾げれば、クリスティアン殿下は申し訳なさそうに小さく笑った。

　ティータイムのあと、私たちは広いテーブルの前へ移動した。背もたれのある椅子にそれぞれ腰かける。殿下は私のすぐそばに座っている。

「今日はなにを製作する予定？」

「花の髪飾りを作ろうと思っています」

　完成したら自分で身につけるのではなく、だれかにプレゼントしたい。

「へえ、楽しみだな。俺のことは気にせず、作業に取りかかって？」

　私は「はい」と頷いて、持ってきていたハンドバッグから髪飾りの材料と裁縫道具を取り出してテーブルの上に広げた。

「すごいな、どこからどう見ても花びらだ」

　白いサテン生地の花びらを見ながら殿下が呟いた。

　サテンのリボンを一定の長さでカットして花びらの形になるようハサミで切り、布の端をろうそくの火で炙った。あらかじめ用意してきていた。

　そうすることで本物の花弁のようになる。サテン生地は火で炙ることで、ほつれなくもなる。

　私は縫い針に糸を通した。土台となる円い布に、サテンの花びらをひとつ、ふたつ――と縫い付けていく。

　それを二段、三段とさらに重ねていけば、薔薇の花が出来上がる。

　クリスティアン殿下は私の手元をよく見ようとなさっているのか、トンッと肩が当たった。

　とたんに心臓が飛び跳ねる。

　私は針と花びらを持ったまま固まっていた。

「ん？　手が止まっているね」

「あ、の……も、申し訳ございません」

　殿下の肩が私の肩に当たっているから手が止まっているのだと言いたかったけれど、人のせいにするのもどうかと思って考えを改めた。

　集中していれば、殿下の肩が当たっていても気にならないはず。

　裏を返せば、まだまだ集中力が足りないということ。

「どうして謝るの」

　くすくすと笑いながらクリスティアン殿下が言った。

　私は隣を見ることができない。

　だって、すごく近い。

　もし私が彼のほうを向けば、顔のどこかがぶつかってしまうのではないかと思うほど密着している。

　クリスティアン殿下のことが好きだから嫌だなんて思わないけれど、触れ合っている肩がとにかく熱い。

　前世では男性とお付き合いしたことがなかった。精読していたこの漫画世界の、クリスティアン殿下一筋だ。

　吐息を感じるほどすぐそばに、彼の顔がある。

　幸せすぎて舞い上がってしまう。

　このまま針を持っていたのでは自分の指に刺してしまいそうだ。私はいったん針と花をテーブルの上に置いた。

「頬が赤い」

　指摘されればますます、その箇所が熱くなる。

「そ、そうでしょうか？」

　ごまかそうとしたものの、頬の熱はいっこうに冷めなかった。

「ルウナ」

　顔を覗き込まれ、額と額が小さくぶつかる。

　私は頭の中が真っ白になって、完全にフリーズした。少しも動けない。

　これはいったいなんのご褒美!?

　内心、慌てながらも幸せを噛みしめる。すぐそばで目にする紫色の瞳は、宝石よりももっと透明感があって美しい。

　息をするのを忘れそうになる。実際、少しのあいだ息を止めてしまっていた。

「うん――熱はないようだ」

　殿下は額を離すと、安心したように笑った。

　なんてお優しいの。

　彼のすべては優しさでできているのではないかとすら思う。

　悪役令嬢の私はデッドエンドを避けるのが最優先ではある。けれどできることなら、このままずっとクリスティアン殿下のおそばにいたい。

　私は唇に力を入れて、殿下のことを見つめていた。

「……そんなふうに見つめられると、気が逸はやる」

「え？」

「自分ではわからないか」

　ぼそりと言って、殿下はすぐに言葉を足す。

「エメラルドの瞳を潤ませて、熱っぽく見つめてくるから――」

　クリスティアン殿下は皆まで言わずに、私の頬に手を添えた。

　言葉の続きが気になるのに、ミステリアスな紫色の瞳に射貫かれて、思考が停止する。

　それまで真剣な表情だった彼だけれど、急に首を傾げてにこっと笑った。

「なんでもないよ。さあ、続きをどうぞ」

　私は頷いて、ふたたび針と花を手に取る。

　生まれたばかりの薔薇と、あらかじめ用意していたヘアコームを糸で結びつけていく。

　クリスティアン殿下は相変わらず、すぐ近くで私の手元を見つめている。

　視線を感じながらも、私はコームと薔薇の造花を繋いでいった。

　一段落したので針を置くと、すかさず殿下に話しかけられた。

「ルウナは本当に器用だ。ちょっと手を見せて」

　手を取られ、指の形を探るように一本一本を撫でられる。

　彼にとってはなんでもないことかもしれないけれど、私にとっては違う。

　クリスティアン殿下の長い指で手のひらを辿られると、ドキドキしてそわそわする。

　なにも言えずに、されるがままになる。

　私が黙り込んでいたからか、クリスティアン殿下は「あ」と短く発して、我に返ったように目を見開いた。

「ごめん、俺――さっきから製作の邪魔になっているね」

「まさか、とんでもないことでございます！」

　邪魔になんてなっているはずがない。

　集中はできていないけれど、それは彼のせいではないし、急いでするものでもない。

　むしろいつまでも手を触っていてもらいたくなる。殿下の指は温かいし、触り方も優しい。

　そっと指に力を込めてみる。

　殿下は私が指を握り返したことに気がついたのか、柔らかくほほえんだ。

「次の公務までまだ余裕があるから、ルウナの時間が許すかぎり作業してくれてかまわない」

「はい――ありがとうございます」

　うっとりと彼を見つめる。自分がなにをしにお城へ来たのか、一瞬だけれど忘れた。それほど彼に夢中になっている。

　クリスティアン殿下が、それまでよりももっと笑みを深める。

「きみと長くいられるほうが、俺は嬉しい」

　なんという殺し文句だろう。

　もともと高鳴っていた心臓が、さらにドクンッと大きな音を立てた。

　私も同じ気持ちだと言いたいのに、感動しすぎているせいで言葉が出てこなかった。

　殿下のお言葉に甘えていたら、なにもしないまま時間だけが過ぎてしまいそうだ。

　サロンに呼ばれたのは、殿下が私のハンドメイドに興味を持ってくださったからだ。

　きちんと完成させなくちゃ。

　そうして私は髪飾りの仕上げにかかる。

　薔薇のまわりに、白やピンクのビーズをバランスよく配置していった。

　よし、できた。

　この瞬間が最も達成感を覚える。作りきったという喜びでいっぱいになる。

「薔薇が生き生きとしているね。そのまわりにあるビーズもきらきら輝いて、きれいだ」

　ストレートに褒めてもらえば、喜びがいっそう大きくなる。

　私は頬を緩ませながら「ありがとうございます」とお礼を言った。

「けれどルウナはいったいどこで、こういった技術の習得を？」

　心底不思議だというような顔で尋ねられた。

　私は返答に困る。前世の話はだれにもしたことがない。

　ここは漫画の世界――だなんて、もしも私が逆の立場だったら、とても信じられないもの。

「その……書物を読みました。独学です」

　ハンドメイドの本を読んだのは前世でのことだ。嘘はついていないけれど、どういう本なのかと深く尋ねられればまた返答に困ることになる。

「独学とは驚きだ。ルウナは器用だね」

　幸い、それ以上は深掘りされなかった。

　私は気を取り直して髪飾りを見遣る。

　髪飾りは仕上がったものの、まだ大切な仕事――魔法を付与すること――が残っている。

　髪飾りに向かって両手をかざして魔力を込め、浮遊の効果をつける。

　ひとつのものに付与できる魔法はひとつだけだ。効力もまた一度だけ。

　魔法が発動したあとはただの髪飾りになってしまう。

　それでも、自らの手で作り出したものが魔法の力を帯び、青白く光るようすは神秘的で、美しい。

　そのようすは何度見ても飽きることはない。むしろもっと見たいから、毎回魔法の付与をしているようなものだ。

「お疲れ様。製作終了だね」

　ごく優しい口調で労われた。私は彼のほうを向いて「はい」と相槌を打つ。

「魔法を付与する瞬間――好きだな」

　私が好きな光景を、殿下も好きだと言ってくださった。

　好きな人と気持ちを共有できることが、こんなにも嬉しいなんて知らなかった。

　感極まっている私に、殿下が質問してくる。

「ところでなんの魔法を付与したの？」

　私はすぐに「浮遊です」と答えた。

　クリスティアン殿下は顎に手を当てて首を傾げる。

「どうして浮遊の効果を？」

「そうですね――これといって深い意味はないのですけれど、魔法といえば『浮遊』かな、と」

　前世からずっと、少しでも空を飛んでみたいと思っていた。

　だから私は、ハンドメイドの品に浮遊の効果をつけることが多い。初級魔法だから、付与しやすいというのもある。

「たしかに、浮遊は代表的な魔法ではあるね。なにかと便利だ」

　クリスティアン殿下は、私の考えを決して否定なさらない。以前からそうだ。

　すべてを受け入れてくださる懐の深さにも、惚れ惚れする。

　殿下が、嫌な顔をせずに優しい言葉をかけてくださるから、つい甘えてしまっている。

「肩が凝ったのではない？　解ほぐしてあげる」

　いましがた甘えすぎていると考えたばかりだ。私は首を横に振る。

「いいえ、殿下のお手を煩わせるわけにはまいりません」

「煩わしいだなんて少しも思わないよ。きみが作業しているあいだ、俺はただ見ているだけだったから――少しでもなにかしたいんだ」

　見ていらっしゃるだけでは、手持ち無沙汰だったのかしら。

「それでは、あの……よろしくお願いいたします」

　私が言うなり、殿下はいつもよりもっと、にこっと笑った。

「後ろを向いて」

　とびきり優しい声に促されて、彼に背を向ける。

　どうしよう――なんだか緊張する。

　いかがわしいことをしようとしているわけではない。彼にも、そんなつもりは毛頭ないはずだ。

　それなのに落ち着かない。彼の表情が見えないからよけいに、後ろが気になって仕方がなくなった。

　両肩に、そっと手をあてがわれた。トクンと胸が鳴る。

　私、どうしちゃったの。

　肩に手を載せられているだけだというのに、くすぐったくて笑い出しそうになる。

　先ほど指に触れられたときよりも、どういうわけかもっと緊張する。

　彼の両手にはまだそれほど力が込められていない。それでも、存在感が凄まじかった。

　ぐっ……と、殿下の両手が私の肩を押す。

　ああ、気持ちいい。

　こんなふうに揉んでもらって初めて、思いのほか肩が凝っていたことに気がついた。

「力加減はどうかな。痛くない？」

　極上の甘い声で囁かれた私はつい「ひあぁっ！」と叫んでしまった。

　慌てて口を押さえたものの、後の祭りだ。はしたない叫び声を上げてしまったのを、取り消すことはできない。

「あれ、やっぱり痛かった？」

　心配そうな声を、ふたたび耳に吹き込まれた。

　私はぞくぞくしながら「いっ、いいえ」と答える。

　クリスティアン殿下のことを意識しすぎているから、おかしな声が出たのだ。

　いけないわ、しっかりしなくちゃ。

　殿下に、どう思われただろう。おずおずと後ろを向いて、彼のようすを窺う。

　クリスティアン殿下はなぜか片手で口元を押さえて、おかしそうに笑っている。

「どうなさいました？」

「いや――ルウナはいつも冷静なのに、慌てているのがかわいらしくて。肩を揉まれるのはくすぐったい？」

「そう……ですね。少し」

　本当はくすぐったいのではなく、彼の両手を意識しすぎてしまっているだけだ。けれどそうとは言えずに、私は言葉を濁した。

　殿下は私と視線を合わせたまま、なにも喋らない。

「……だめだな、もっと困らせてみたくなる」

　クリスティアン殿下はアメシストの目を細くして、どこか挑発的にほほえんだ。

「落ち着いているきみもいいけど、ほかにどんな表情をするのか――興味があるんだ」

　その言葉に、心臓を撃ち抜かれたようになる。胸はドクッと高鳴って、そのまま強く鼓動していた。

「はい、あの……興味を持っていただけて、光栄です」

　動揺してしまって、うまく笑うことができない。そんな私を見て、クリスティアン殿下は相好そうごうを崩した。

「ありがとう、さっそく違う一面を見せてくれたね。ぎこちない笑顔だ」

　自分がいまどんな顔をしているのかわからず不安になる。

「そんなに硬くなっているのはどうして？」

　殿下から向けられる言葉や仕草のすべてに翻弄されていることを、伝えてもよいものだろうか。

　すぐには答えが出ずに、相変わらず顔が引きつったままになる。

「硬くなってしまっているかわいい顔も、肩と同じで解してあげたほうがいいね」

　優しい眼差しに囚われる。頬を両手でむにむにと撫でまわされた。

　顔を動かせないから、彼に魅入ってしまう。

　幸せすぎて、夢みたい――。

「ルウナと過ごしていると、時間が経つのがあっという間だ。ふだんの何倍も早く時が過ぎていってしまう気がする」

「私、も……」

　トクトクと高鳴る心臓を押して、やっとの思いでそう答えれば、クリスティアン殿下はにこっと笑った。

「このままきみを帰してしまうのは名残惜しい」

　彼は微笑したまま、なにか考え込んでいるようだった。

「そうだ、ハルフォード公爵邸まで送るよ」

　彼の大きな手のひらが首のほうへ移動したものだから、またしてもぞくっとしてしまった。

「馬車で送るのではすぐ着いてしまうから、歩いていこうか」

　頭を撫でられる。そのせいで返事ができなかった。名残惜しまれ、甘やかされている感じがする。

「もし歩くのが辛くなったら、俺がルウナを抱えて運んであげる」

　クリスティアン殿下はいたずらっぽく笑っている。

　彼に抱えられているところを想像するだけで、体じゅうがむずむずした。

　テーブルの上に広げたままになっていた裁縫道具や髪飾りをハンドバッグに収めて椅子から立つ。

「行こう」

　手を差し出された。

　王子様みたい――だなんて、本物の王太子殿下に向かって失礼だわ。

　彼はこのナイトレア国の次代を担う重要な人物だ。

　お近づきになれるだけでも、本来なら奇跡だと思うのに、ましていまは婚約者だ。

　けれどそれは、悪役令嬢という設定上の恩恵でもあるから複雑だ。

　私は少しためらいながらも、クリスティアン殿下の手を取った。

　ふたりで手を繋いだままお城の廊下を歩き、階段を下って玄関から外へ出る。

　ナイトレア城の庭はどこもよく手入れされ、整然としている。

　完璧なシンメトリーの小道を、私と殿下のふたりで進んでいく。

　ときおり強い風が吹くので髪が乱れる。

「ルウナの髪はまっすぐでさらさらだから、風で乱れてもすぐに元通りだ」

　どこか羨ましそうな口調で殿下が言った。

　そういうクリスティアン殿下の髪は、毛先に少し癖があるからか、強風で乱れたままになってしまっている。

　でもなんだかかわいい。

　そんなことを考えていると、殿下が頭を低くした。

「俺の髪――自分では見えないから、ルウナが整えて？」

　思いがけない提案に戸惑いながらも、私は「はい」と返事をして殿下の髪に両手を伸ばした。

　柔らかな黒髪はとても手触りがよい。ずっと触りたくなってしまう。

「――できました」

　殿下の髪を整えおわったところに、またしても強い風が吹いた。

　クリスティアン殿下は困り顔で、自分の後頭部に手をあてがった。

「うーん、これはもう……諦めるか」

　乱れた髪のまま苦笑している彼も魅力的だ。完璧ではないからこそ、親しみやすさを感じる。

　私は「ふふ」と笑って、殿下の隣を歩く。

　しばらくすると、桜並木に差しかかった。この世界にも前世と同じ桜の木がある。

　強い春風で、薄桃色の花びらが舞い散る。

　クリスティアン殿下は足を止めて、桜の花びらを見上げていた。

　いま私の瞳に映るすべてのものが、美しい。

　殿下と一緒にいると、胸に染みることばかりが起こる。なにもかもが、物語の名場面に思えてならない。

　桜並木を抜けたあとは、石造りの長い階段を下っていた。その途中で、よく知っている顔を見つけてドキリとする。

　ヒルダさんだわ。

　漫画のヒロインであるヒルダさんの横顔を、見間違えるはずがない。

　ふわふわとした内巻きの金髪に碧い瞳の女性だ。

　お城勤めの侍女であるヒルダさんは、階段の外壁を清掃しているところだ。

　漫画で見たのとまったく同じ場面だわ。

　このあとヒルダさんは強風に煽られてバランスを崩し、階段の向こう側へ落ちてしまいそうになるのだ。

　助けなくちゃ！

　私はとっさに駆けだした。息を切らせてヒルダさんに近づく。

「まあ、ルウナ様。どうなさったのですか？」

　ヒルダさんは驚いているようだった。彼女とは魔法学園の在学中に顔見知りになっていたものの、急に走って近づいては変だと思われる。

　それに――どう言えばいいの？

　漫画で見たのと同じことがいま起こるという確証もないから、いますぐこの場から離れてほしいとも言えない。

　そうだわ、髪飾りよ。

　私はハンドバッグから、浮遊の効果がついた髪飾りを取り出してヒルダさんに渡した。

「これをお渡ししたくて。よければいますぐ、髪につけてもらえますか？」

　内心焦っていたせいで、髪飾りを押しつけるような口調になってしまった。

　それでもヒルダさんは、嬉しそうに髪飾りを受け取ってくれる。

「ありがとうございます！　ではさっそく」

　ヒルダさんは耳の上に髪飾りをつけると「光栄です」と頭を下げた。私の近くに来ていたクリスティアン殿下にも再度、頭を下げると、ヒルダさんはふたたび外壁の清掃を始めた。

　明るく元気な働き者のヒロインという、漫画の設定どおりの人柄のようだ。

　ひとまずこれで、もしも強風が吹いたとしても髪飾りの浮遊効果で事なきを得る。

「彼女はルウナの友人？」

　クリスティアン殿下が小さな声で訊いてきた。

「はい、あの……そうです。申し訳ございません、急に走り出してしまって」

「それはかまわないけれど。髪飾りは彼女に渡すつもりだったの？」

　私は「そうなのです」と頷く。本当は違うけれど、いまはそう言うしかない。

「あんまり慌てて走っていくものだから、少し驚いた」

　クリスティアン殿下がくすっと笑ったときだった。

　立っているのが辛くなるほどの、ひときわ強い風が吹いた。

「きゃあっ！」

　悲鳴がしたほうを見れば、身を乗りだして外壁の清掃をしていたヒルダさんの体が階段の向こう側へ落ちていくところだった。

「ヒルダさん！」

　彼女のもとへ駆け寄ったものの、間に合わない。クリスティアン殿下も同じだった。

　あと一歩のところで、ヒルダさんの体は階段の向こう側へと放り出されてしまった。

　私と殿下は急いで階段を下り、ヒルダさんのもとへ駆けつける。

　髪飾りに付与していた浮遊の効果が、いままさしく発揮されている。

　ヒルダさんの体は蒼白い光に包まれてふわふわと浮かび、ゆっくりと地面に降り立った。

「お怪我はございませんか、ヒルダさん」

　私が尋ねると、ヒルダさんはまだ驚いているようすで「どこも怪我しておりません」と、どこか上の空で答えた。

「わたしの体が浮いたのは、もしかしてこの髪飾りのおかげですか？」

　それには殿下が答える。

「ああ。ルウナが自らの手で製作して『浮遊』の効果をつけた髪飾りだ」

　とたんにヒルダさんは表情を明るくする。すべてを理解した、というような顔だった。

　ヒルダさんに両手を取られる。

「このたびは危ないところを助けていただきありがとうございました、ルウナ様！　じつは魔法学園にいたころから、ルウナ様に憧れていたのです」

　ヒルダさんの瞳はきらきらと輝いているようだった。

「これからぜひ、仲良くしていただけませんか？」

　さすがヒロイン、瞳だけでなく笑顔が眩しい。

「ええ、喜んで」

　私が返事をすれば、ヒルダさんはいっそう顔を綻ばせた。そのあとで、髪飾りを外してまじまじと眺めていた。

「ルウナ様の手作りだなんて……！」

　感じ入ったようすでヒルダさんは言葉を継ぐ。

「今度ぜひわたしにも作り方を教えていただけませんか!?」

「ありがとうございます、ぜひご一緒に」

　ハンドメイドに興味を持ってもらえたことが嬉しくて、私は二つ返事をした。

「仲良しだね」

　急にクリスティアン殿下が私の肩を抱くので、驚いてしまう。

「ルウナが作り出す物の素晴らしさをわかってもらえて嬉しい」

　殿下が満面の笑みを浮かべる。ヒルダさんはクリスティアン殿下に向かって大きく頷いた。

　あれ――そういえば。

　殿下とヒルダさんが顔を合わせたことで思い出した。

　本来のシナリオでは、ヒルダさんが強風に煽られて体勢を崩したところを助けるのは、クリスティアン殿下だ。

　もしかして私、殿下とヒルダさんの出会いを邪魔してしまった？

　全身から熱が逃げていくようだった。

　保身のためにはこうなってよかったのだという考えも少なからずよぎって、罪悪感に苛さいなまれる。

「――ルウナ？　顔色が優れない」

　私の顔色をもっと確かめようとなさっているのか、殿下が覗き込んでくる。

「い、いえ……その」

　言葉を濁していると、ヒルダさんもまた殿下と同じで心配そうな表情になった。

「本当ですね。急ぎ室内でお休みになったほうがよろしいのでは？」

「そうだね」と言うなり、クリスティアン殿下は私を横向きに抱え上げた。

　突然のことに驚いて、声が出せない。私は殿下に抱えられて固まっていた。

「このままハルフォード公爵邸へ行く」

　私を抱えていても、殿下はしっかりとした足取りで進んでいく。

「ご――ごきげんよう、ヒルダさん」

　私はうろたえながらも、ヒルダさんに別れを告げた。

「はい、またお会いできることを楽しみにしております！」

　元気いっぱいに手を振るヒルダさんを、私は見えなくなるまでずっと目で追っていた。

















第二章　潔白の生誕祭












　ハルフォード公爵邸――私室の書斎――にて、メイドから届けられた手紙を見て私は小さく息をついた。

　またデールからだわ。

　ハルフォード公爵家の遠縁にあたるフラトン伯爵家の当主、デールとは幼なじみだ。

　彼からはたびたび手紙がくる。いずれも、フラトン伯爵領に遊びに来てほしいという内容だ。

　王都に屋敷を構えるハルフォード公爵邸からだと、フラトン伯爵領までは馬車で一時間ほどかかる。

　そう簡単に行き来できる距離ではないし、デールには申し訳ないけれど彼とはあまり関わり合いを持ちたくない。

　というのも、漫画の悪役令嬢ルウナはデールと共謀してヒルダさんを虐めていたのだ。

　私がしっかりしていれば、そんなことにはならないはずだ。

　けれどデールは思い込みが激しいところがあって頑固だから、もしも私が下手なことを言えばヒルダさんに危害を加えかねない。

　だから極力、関わり合いを持たないようにしている。

　デールは早くに両親を亡くし、二十歳でフラトン伯爵位を継いだ。それから三年が経ち、デールはいま二十三歳だ。

　ハルフォード公爵家とフラトン伯爵家の先祖は遠い外国からナイトレア国にやってきた。もとの身分はあまり高くなかったため、ハルフォード公爵家とフラトン伯爵家以外に貴族の親類はいない。

　ゆえに幼いころからデールとは懇意にしていたものの、私自身が悪役令嬢であり彼はその片棒を担ぐ役割なのだとはっきり認識してからは、距離を置くようにしている。

　私の不用意な発言で、デールが悪事に手を染めるようなことがあってはいけないもの。

　そう――私のせいで。

　昨日の出来事を思い起こす。

　ヒルダさんとクリスティアン殿下の出会いは、私のせいで原作の流れとは違っているけれど、たしかに顔を合わせた。

　だからこれから、ふたりが意気投合して仲を深めるという可能性は充分ある。

　かといってヒルダさんをどうこうしようだなんて思わない。人としてどうかと思うし、それにもしもヒルダさんを虐めれば、バッドエンドへまっしぐらだ。

　ヒルダさんは本当にかわいいから。

　人なつっこくて愛らしい、絶対的ヒロインだ。

　ふたりの出会いを邪魔してしまった罪悪感はどこへやら、不安な気持ちばかりが膨れ上がる。自分のことばかり考えてしまっている。

　クリスティアン殿下のそばにいられただけでも充分だったはずだ。これは貪欲というもの。

　あれこれ悩むよりも、これからのことを考えようと決める。

　ひとまず、デールからの手紙には当たり障りのない返事を出すことにした。

　私のもとに寄せられた手紙の返事をすべて書き終わったあと、来月に控えているクリスティアン殿下の生誕祭に思いを馳せた。

　殿下は来月で二十五歳を迎えられる。そのお祝いとして、大規模な式典が催される予定だ。

　なにをお贈りしよう。

　殿下が喜んでくださる『お誕生日プレゼント』を準備したい。

　彼は、望めばなんでも手に入れることができる立場にある。

　そんなクリスティアン殿下への贈り物となれば、どれだけ頭を捻っても最適な答えが出ない気もする。

　殿下に直接、尋ねてみようかしら。

　ちょうど今日はお昼から、彼と王都へ出かける予定だ。殿下がお忍びで街を散策なさるので、それについていくことになっている。

　けれど「いま欲しいものはなんですか」だなんて、芸がなさすぎる――と、私はすぐに考えを改めた。

　お昼過ぎ。私はハルフォード公爵邸の門前でクリスティアン殿下を待っていた。

「ルウナ」

　馬車の音は聞こえず、急に後方から声がしたので驚く。

　振り向けば、すぐそばにクリスティアン殿下がいた。ダークレッドのジャケットは、お忍びの街歩きにはぴったりだ。装飾は控えめだけれど、洗練されている。

「ごきげんよう、殿下。歩いていらしたのですか？」

「ああ。この距離を馬車で行き来するのはかえって効率が悪い」

　私は「ふふ」と笑う。馬車は使わず歩いていったほうが早いと、私も思う。殿下が同じ考えだとわかって嬉しかった。

　フットワークが軽いところも、殿下の魅力のひとつだと思う。

　そんな殿下に護衛は不要だ。

　たとえ襲われるようなことがあっても、クリスティアン殿下なら魔法で返り討ちにしてしまう。

　クリスティアン殿下は上級魔法の使い手なのだ。

　本来なら立場上、移動には馬車を使い護衛をぞろぞろと連れ歩くのが普通なのかもしれないけれど、クリスティアン殿下は違う。

　殿下のフットワークが軽いことを批判する人はいない。むしろそういうところが、皆から支持されている。

　空にはひつじ雲が連なり、陽射しは柔らかい。いつかと違って、吹く風は穏やかだ。

　ごく自然に右手を取られた。そのまま並んで歩き出す。

「今日はどちらへ行かれるのですか？」

「特に決めてはいないよ。むしろルウナはどうしたい？」

「殿下について参ります」

「……そう言うと思った」

　くすっと笑って、クリスティアン殿下は言葉を足す。

「ルウナは本当に謙虚だ。もっとわがままを言っていい」

　歩みを止めずに殿下は言い足す。

「俺には、甘えられない？」

「いいえ、そういうわけではございません。ただ、その……これといって行ってみたいところがないのです。殿下とご一緒でしたら私、どこへ行っても楽しいですし――」

　そう言ってしまったあとで恥ずかしくなる。

　クリスティアン殿下が急に足を止めた。私もまた立ち止まり、殿下を見上げる。

「もう一回、言って？」

「え……えっ？」

「嬉しかったから、また言ってほしくなった」

　殿下はいたずらっぽく笑っている。

　私は素直に「殿下とご一緒でしたらどこへ行っても楽しい」と、同じ言葉を繰り返した。

　そうしてふたたび羞恥心が込み上げる。顔が熱い。気恥ずかしさが二倍になったようだった。

　熱を帯びている頬を、繋いでいないほうの手で撫でられる。

「ごめん――俺のほうがわがままだ」

　眩しいものを見るように、クリスティアン殿下は目を細くする。

「目的なく歩くのでもいいね」

　きちんと整備された石畳の上を歩きはじめる。

　殿下は「目的なく」とおっしゃったけれど、彼はいつも周囲に気を配っている。

　街中で起こったトラブルを解決してしまうこともあるのだ。

　周りをよく見ていらっしゃって、スマートなのよね。

「陽射しがきつくはない？　俺が傘になろうか。もっとくっついて歩こう」

　私の右手と殿下の左手が、指と指を絡め合わせる繋ぎ方に変わる。

　彼との距離がぐっと縮まった。

「殿下を傘にだなんて、できません」

「そう言わずに。俺がなりたいんだ、きみの傘に」

　彼はいつも私を包み込んでくれる。感謝してもしきれない。

　あてどなく歩いていると、噴水のある中央広場に出た。

　円形の白い噴水のまわりをたくさんの人が行き交っている。

　その向こう側には塔がある。円柱にとんがり屋根がくっついた、鉛筆のような塔だ。

　私たちはベンチに座って一休みする。

　噴水はいくつもの場所から水が噴き上がっていた。あちらこちらから絶え間なく噴き上がる水に太陽の光が反射していてきれいだ。水の音が心地よい。

「あの噴水の水流は、生誕祭で使う魔法の参考になりそうだ」

　クリスティアン殿下は興味深そうに噴水を眺めている。

　そんな彼の傍らで、私は内心「あっ」と気がつく。

　ちょうどいいタイミングだわ。

　いまなら、自然な流れで殿下に質問できる。

「クリスティアン殿下は生誕祭でどのような服をお召しになるのですか？」

　目下、悩んでいる贈り物は、生誕祭での彼の衣装にそったものを用意しようと思っている。

　生誕祭での服装に合わせて、装飾品を手作りする予定だ。

　ハンドメイドの品を生誕祭で身につけてもらおうだなんて、押しつけがましいのはわかっているけれど、やっぱり手作りしたい。

　自己満足だという自覚はあるものの、心を込めたものを贈りたい。

「どうだったかな」

　クリスティアン殿下は顎に手を当てて思案している。そういう表情も素敵だ。

　彼は常日頃、多くの式典に出席していて、そのたびに服装が変わるのですぐには思いだせないのかもしれない。

「ああ――白いローブを着る予定だ。白地に金の刺繍が入っている」

「どのような刺繍なのでしょう？」

「月桂樹だよ」

「月桂樹……」と、私は殿下の言葉を繰り返しつつ贈り物のイメージを膨らませる。

　そうして一度考えに耽りはじめると、ほかのことに頭がまわらなくなる。

「……なにを考えているの」

　いつのまにかすぐそばにクリスティアン殿下の顔があった。

　ドキッとしながらも「申し訳ございません」と謝る。

　贈り物について考えるのは、ひとりのときにしなければ。いまはせっかく殿下が一緒にいてくださるのだから、上の空では失礼だ。

　殿下はほほえみを湛たたえて私の頭を撫でる。

「考え事をしているきみをずっと眺めているのでもよかったのだけれど、かまってほしくなってしまった」

　彼はまだなにか言いたげに、私に視線を据える。

「エメラルドの双眸そうぼうが俺のほうを向いていると、嬉しくなる」

　ああ――もうだめ。

　彼の目を見ていられなくなる。我ながらあまのじゃくだ。

　すると殿下は笑いながら「どうして逸らすの」と言った。

　殿下は人目も憚らずに私の頬を片手で覆う。

「恥ずかしい？」

　こくこくと頷いたあとで、おずおずと彼の目を見る。

「ますますルウナの瞳を見ていたくなるな」

　ずっと見つめられたまま、指と指を絡め合わせて、弄もてあそぶような動きで肌を辿られた。

　彼の片手に覆われたままの頬が熱くなる、同時に人目が気になりはじめる。

　私も殿下も華美な服装はしていないものの、殿下のお顔を知っている市井しせいの人は多いだろう。

　いつまでもここでのんびりしていていいのかしら。

　私の考えを悟ったのか、殿下に「次はどこへ行こうか」と尋ねられた。

「ルウナが望む場所に、どこへでも連れていってあげる」

　私は小さな声で「んん」と唸る。

「どうしましょう――やっぱり、なにも思いつきません」

　手と手が触れ合っているせいもあるのか、指から伝わってくる熱で頭がぼうっとしてしまい、なにも考えられなくなっている。

「じゃあ俺が決めてもいいかな」

「よろしくお願いいたします」

　クリスティアン殿下はあたりを見まわして、正面を指さした。

「あの塔に登ろうか」

　殿下が指し示している塔は王家の所有物だ。

「式典が催されているときでなければ登れないのではございませんか？」

「そんなことはないよ」

　にこっと笑って、殿下がベンチから立つ。私はそのあとに続く。

　塔の裏側は人気ひとけがなかった。

　この塔の扉にはドアノブがない。式典の際にはこの扉が開かれて、だれでも中に入ることができるのだけれど、いまはやっぱり閉ざされている。

　殿下が扉の前に立って右手をかざす。すると、ギイイ……と音を立てて鉄の扉が開いた。

　何らかの魔法が施されていて、王の血族だけが扉を開ひらけるようになっているのだろう。

　塔の内部は小窓から射す光しかなく薄暗かったものの、クリスティアン殿下が軽く手を振り上げれば次々と壁掛けランプに火が灯り、瞬く間に明るくなった。

　真っ白な石造りの螺旋らせん階段をぐるぐると上っていく。

「ルウナはいまの季節に、塔に登ったことがある？」

「いいえ、ございません」

　過去を顧みながら答えると、殿下はきゅっと口角を上げた。

　螺旋階段を上りきり、最上階に到着する。

　クリスティアン殿下が白い柵の前に立つ。彼が眺めているのと同じほうに目を向ける。

　傾きかけた太陽と遠くの山、そして湖が一直線に並んでいた。

「この季節、この時間にしか見られない光景なんだ」

　私は胸に手を当てて「素敵……！」と、目の前の景色を称える。

「……よかった、嬉しそうだ」

　殿下はたまたま塔が目についたから登ろうとおっしゃったのではなく、この景色を私に見せようと思ってくださったのかもしれない。

　だからきっと、満面の笑みを浮かべていらっしゃるのだ。

「すごく嬉しいです。ありがとうございます」

　あらためてお礼を言うと、クリスティアン殿下は笑みを深めた。

「ルウナ、こっち」

　手を引かれて誘われた先には、薄紫色の肘掛けに、白い座面の瀟洒しょうしゃなベンチがあった。

「ねえ、俺の上に座って」

　彼が言っている意味がすぐには理解できずに、私は目を瞬かせる。

「じつはさっき、横並びに座るだけでは物足りなかった」

　腰を抱かれて、一心に見つめられる。

「ルウナのことをもっと近くで感じたい」

　こんなふうにねだられては、頭がひとりでに縦に動く。

　私が頷くなり、クリスティアン殿下は嬉しそうな顔で「ありがとう」と言った。

　殿下に後ろから抱き込まれる形でベンチに座った――というのは語弊がある。

　ベンチに座る殿下の上に、私が座っている。私と殿下は同じほうを向いている。

「ここなら人目もない。だから安心して景色を楽しんで」

　私が人目を気にしていたことを、殿下はご存知だ。

　もう、心臓が破裂しそう……！

　ドキドキしすぎで、景色を楽しむどころではない。

　私のお腹には殿下の腕がしっかりと巻きついている。お尻と背中が――彼とぴったり触れ合っている箇所が――むずむずしはじめる。

「ルウナ、は……柔らかいね」

　不意に耳元で低い声が響いた。ぞくぞくっと、経験したことのない戦慄わななきに見舞われる。

　脚の付け根が、おかしい。

　じっとしているのが辛いけれど、むやみに腰を動かすのもどうかと思う。

「耳が真っ赤だ」

　もしかして殿下の囁き声には催淫作用がある？

　そんなふうに疑ってしまうほど、彼はすべてが蠱惑的こわくてきだ。

　私は両手で自分の耳を押さえた。殿下の声をもっと聞きたい気持ちはあるものの、これ以上、耳にしていては理性が崩壊してしまいそうだった。

「隠さないで、よく見せて」

　耳を塞いでいても、低く優しい声はよく通る。

　両手に力が入らなくなり、耳を隠していられなくなった。

「そう――いい子だ」

　からかうような調子だったというのに、いい子だと言われて喜んでしまっている。

　ちゅっと、耳元でリップ音がした。

「ひ、あっ……!?」

　耳たぶにくちづけられたのだとわかった次の瞬間に、ふたたびその箇所を食はまれた。

「あ、ぁ……殿下、どうして……耳……っ」

「んん――どうしてだろうね」

　自分でもわからないといった口ぶりで、殿下はなおも私の耳たぶを唇で挟む。反対側の耳は、形を確かめるように指で辿られている。

「ふ、っ……」

　触れられているのは耳だというのに、脚の付け根がきゅうきゅうと締まる。いけない反応をしてしまっている。
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　殿下の息遣いを、つい意識してしまう。

　もう、少しもじっとしていられない。全身を動かしたくてたまらない。

「震えているね、ルウナ」

　言われて初めて、そうだと気がついた。

「耳を触られるの、嫌だった？」

　吐息交じりの不安そうな声を耳にして、体はますます不埒な反応をする。

　殿下の柔らかな唇が耳に触れるのが気持ちよくて震えてしまっているのだとは、とても打ち明けられない。

「もしくは寒い？」

　私がなにも答えないせいで、殿下に心配をかけている。

「あ、あの……はい、少し」

　本当はその逆で、彼の温もりに触れて暑いくらいだったのだけれど、ほかに言いわけが思いつかなかった。

「それは大変だ」

　クリスティアン殿下は上着を脱ぐと、私に被せてくれた。ただ、彼の左腕はお腹に巻きついたままだ。

「少しは温かくなった？」

「は……はい、とても」

「よかった。遠慮せずなんでも言ってね」

　私――こんなに甘やかされていていいの？

　嬉しくて、幸せだ。いまが絶頂で、あとは転落していくだけなのでは――と、漠然とした不安に駆られる。

　私が悪役令嬢でなかったら、もっと素直に幸せに浸れるのだろう。

　だめよ。いまを大切にしなくちゃ。

　私は気持ちを切り替えて、彼の温もりと一緒に膨れ上がっていく恋心を認めた。






　ハルフォード公爵邸に戻った私はさっそく贈り物の準備に取りかかった。

　つまみ細工で、月桂樹をモチーフにしたクラヴァットピンを作ることにした。

　さっそく私は材料となる布をテーブルの上に広げた。

　金色の布を、まずは小さく切る。そのあとはピンセットを使って月桂樹の花の形を作っていく。

　それから葉の製作に取りかかる。

　月桂樹の葉のパーツもできあがれば、あとはそれを連なるようにくっつけていくだけ。

　金色の花の下に緑の葉が連なった、月桂樹のクラヴァットピンが完成した。

　クラヴァットピンに両手を向けて魔力を込め、付与効果の仕上げをする。

　一仕事を終えた私は、大きく息を吐き出した。

　そして生誕祭の前日。

　私と殿下はお城のサロンでソファに座り、いつもどおりティータイムを過ごしていた。

　手に持っていたティーカップをそっとソーサーに戻す。

　明日は式典でずっとお忙しいだろうから、いま私の気持ちをお伝えしよう。

　私はハンドバッグの中に入れていた箱を取り出す。

「クリスティアン殿下、一日早いですけれどお誕生日おめでとうございます。もしよければ、これをどうぞ――お納めください」

　やけに畏まった言い方になってしまった。それがおかしかったのか、殿下はくすくすと笑いながら、贈り物の箱を受け取った。

「さっそく確かめるよ」

　断りを入れて、殿下は箱のリボンと包みを外す。

　箱の中にある月桂樹のクラヴァットピンを、クリスティアン殿下はまじまじと見つめていた。

　ドキドキするし、そわそわもする。

　気に入ってもらえた？　お誕生日プレゼントが手作りだなんて、失礼だっただろうか。

　殿下は箱をローテーブルの上に置くと、クラヴァットピンを手に取り、あらゆる角度から眺めた。

「緻密で美しい」

　その一言で、一気に安堵する。

「俺のために作ってくれたんだね――嬉しいよ。明日の式典で必ず身につける」

　ありがとうと言い足して、殿下はあらためてクラヴァットピンを見た。

「このピンの付与効果は？」

「洗浄、です」

　私は殿下のように、元素を操るというような上級魔法は使えない。

　だからピンには、浮遊と並ぶ初級魔法のひとつである『洗浄』を付与することしかできなかった。

　殿下が明日、着用するのは白いローブだから、もしも汚れれば目立つ。だからどんな汚れも一瞬できれいにできたらいい――という、庶民的な発想で魔法効果を付与した。

　けれどあらためて考えると、洗浄魔法なんて殿下なら瞬きをするよりも簡単にお使いになれるわ。

　それに殿下が魔法を披露するときは舞台に上がるから、ローブが汚れるということ自体、考えにくい。

　そうなれば、洗浄の効果なんて無用の長物ではないかと心配になる。

「洗浄の効果か――ありがとう。おかげで集中できるよ。元素の魔法を使っているときは洗浄魔法を使えないからね」

　クリスティアン殿下は破顔はがんして、私のささやかな魔法を認めてくださっている。

　優しくて寛大な方。心の中で「やっぱり好き」だと叫ぶ。

　ただ、この想いは秘めておく。悪役令嬢の運命に抗うことができるかわからないのに、想いを告げるのはきっと殿下の迷惑になる。

　私は想いに蓋をしてほほえんだ。

「殿下の魔法を楽しみにしていますね」

「うん、いちばん近くで見ていて。……むしろもう、ルウナにだけ見てもらえたら満足だ」

　嬉しい言葉ばかりをくださる。

　あたたかな気持ちになりながら、私はこくりと頷いた。






　生誕祭当日は快晴に恵まれた。クリスティアン殿下の日頃の行いがいいからだろう。

　ナイトレア城の式典広場――その中央にあるステージで、クリスティアン殿下は元素の魔法を披露なさる。

　先に広場へ行こう。

　まだ式典開始まで時間があるけれど、いてもたってもいられない。

　私は数人の侍女と一緒に広場へ向かった。

　あら……？　ステージにだれかいる。

　茶色い髪の後ろ姿には見覚えがあった。幼なじみのデールだ。

　どうしてこんなところに？

　話しかけるべきか迷っているあいだにデールが私のほうを振り向いた。ばっちり目が合う。

　デールは小さな声で「やあ、ルウナ」と言ってほほえんだ。

「そこでなにをしているの、デール？」

「いや、べつに……なにもしていないよ」

　デールがお城の式典に顔を出すのは珍しい。ふだんは領地に引きこもりがちなのだ。

　幼なじみはなにを言うでもなく、視線をさまよわせている。

「早く席についたほうがいいのではない？」

「うん……そうするよ」

　デールは五つも年上だけれど、ついあれこれと口を出したくなってしまう。

　漫画では、大人しい性格のデールはルウナの言いなりだった。

　だからデールとは会わないほうがいいと思うのよね。

　彼と会えば、なにか目には見えない強制力が働いて、ヒルダさんを陥れようとしてしまうのではないかと不安になる。

　いいえ、しっかりしなくちゃ。

　魔法学園にいるあいだ、私はヒルダさんを虐めなかった。目には見えない強制力なんて存在しない。

　私は気を取り直して、自分の席についた。

　間もなくしてゲストたちが集まりはじめる。ステージに面して配置された椅子はそのすべてが貴族たちで埋め尽くされた。

　婚約者という立場上、私はステージから最も近い席に座っている。

　いまこの会場にいるすべてのゲストが、クリスティアン殿下の登場をいまかいまかと待ち望んでいることだろう。

　ファンファーレの音が式典の開始を告げる。

　間もなくしてクリスティアン殿下がステージに現れた。

　白いローブの内側に、ちらりとクラヴァットが垣間見えている。私が差し上げたクラヴァットピンを律儀につけてくださっている。

　殿下はゲストたちに向かって口上を述べると、すぐに片手を振り上げて元素の魔法を使いはじめた。

　クリスティアン殿下が操ることができるのは、水と風、土、そして火だ。

　ふつうは一種類の元素しか魔法を使うことはできないのだけれど、クリスティアン殿下は四つの元素を同時に操る上級魔法を使うことができる。

　殿下の手のひらに、水滴が集まっていく。それはやがて大きな球になった。

　水球は風に乗って、殿下のまわりをぐるぐるとまわる。

　それから砂の環が姿を現した。砂環は炎を纏い、きらきらと光り輝いている。

　なんて幻想的で、美しいのだろう。

　元素を従えた殿下が、ステージの上を悠然と歩きはじめる。

　皆がうっとりと彼を見つめている。

　ふと気がつく。いま殿下が立っているのは、式典の開始前にデールがいた場所だ。

　そう思った次の瞬間、突如として泥の塊がクリスティアン殿下の頭上に現れた。

　彼が出現させたものでは、ない。クリスティアン殿下は落下してくる泥を避けるため、俊敏な動きを見せた。

　泥の塊は殿下に直撃こそしなかったものの、ステージの床に落ちた泥が撥ねて白いローブを穢した。

　クリスティアン殿下はいま元素の魔法を使っている最中だから、殿下がご自身で洗浄魔法を使うことはできない。

　殿下の胸元が、ぱあっと光る。

　茶色く汚れていたローブの裾が、元通りの白色になる。

　クラヴァットピンに施していた洗浄の魔法が働いたのだ。

　はらはらしながら見守っていた私は、小さく息をついた。

　殿下は私を見遣ると、ウィンクをした。そのあとはなんでもない顔で、美しい元素の魔法を皆に披露してくれた。

　式典終了後。

　私はお城の、あてがわれている部屋で悶々と考え事をしていた。

　殿下の頭上に現れた泥の塊は、デールが仕掛けた時限式の魔法ではないか。

　というのも、デールは土の中級魔法を使うことができる。漫画ではその土魔法で、たびたびヒルダさんを泥まみれにして虐めていた。

　けれど今回の件に関して、デールがやったという証拠はない。あくまで憶測だ。

　もう一度、ステージに行ってみようかしら。

　なにか手がかりが掴めるかもしれないと思い至り、私は式典会場へ足を向けた。

　会場ではまだ複数の侍女や侍従たちが後片付けをしているところだった。

　彼らを手伝いたいところだけれど、立場上よけいな気を遣わせてしまうので「お疲れ様」と声をかけるだけにした。

　ステージへ上ろうとしていると、クリスティアン殿下とヒルダさんがなにか話をしているのを見つけた。

　彼らはふたりきりで話しているわけではないのに、いけない場面を見てしまった気がしてぎくりとする。

　なにを話していらっしゃるの？

　ふたりのあいだに割って入るべきか――。

　いいえ、そんなことをしたら正真正銘の『悪役』だわ。

　殿下とヒルダさんが仲を深めるとして、それを邪魔する権利なんて私にはない。私はクリスティアン殿下の婚約者ではあるけれど、その心までは束縛できない。

　わかっているのに、切ない。

　どろどろとした嫉妬心が、ふつふつと湧いてくる。

　結局、私はその場にいられなくなって、あてがわれている部屋に戻った。

　晩餐会のあいだもずっともやもやが続く。

　今日はクリスティアン殿下のお誕生日なのだから。

　暗い顔をするわけにはいかない。私は不安な気持ちを忘れるべく、いつも以上に笑顔を心がけていた。

　晩餐会が終わったのは夜中だった。今日はお城に泊まることになっている。

　こういうとき、クリスティアン殿下は決まって私をゲストルームまで送ってくださる。

　部屋の前に着き、お礼を述べようとしているときだった。

「ルウナの部屋に入ってもいい？」

　思いがけない提案を受け、すぐには返事ができなかった。

「話がしたいんだ」

　クリスティアン殿下の表情は穏やかだけれど、真剣そのものだった。

「はい、どうぞ――お入りください」

　ゲストルームの扉を開けて、殿下を中に招き入れる。一緒についてきていた侍女たちは、なにかを感じ取ったように低頭して去っていった。

　殿下は部屋に入るなり内鍵をかける。

「……ルウナ」

　一歩、二歩とクリスティアン殿下が近づいてくる。私は壁際に立ち尽くしていた。

　殿下は壁に両手をついて、私を囲い込む。

「なにを悩んでいるの」

　優しく静かな声で尋ねられた。心配そうな顔で見おろされている。

「わ、私……なにも……」

「嘘。わかるよ、浮かない顔をしている。式典が終わってからずっと」

　どうして？　私――殿下の前では笑顔でいたはずなのに。

　無意識のうちに沈んだ表情をしてしまっていたか、殿下がとても敏さといからだろう。

　クリスティアン殿下は、私が悩みを抱えていると確信なさっている。事実だ。言い逃れはできそうにない。

　私は視線をさまよわせたあと、意を決して大きく息を吸い込んだ。

「その……式典のあと、殿下とヒルダさんが話をなさっているのをお見かけして……」

　彼を見上げて、気持ちを伝える。

「殿下がどなたとお言葉を交わされても、私があれこれ言うことではないとわかっております。でも、私……気になっています。ヒルダさんのことをどう思っていらっしゃいますか？」

　一息に尋ねれば、殿下はきょとんとした顔のまましばらく固まっていた。

「殿下？」

　呼びかけると、クリスティアン殿下は小さく唇を震わせた。形のよい唇が緩やかな弧を描いていく。

「もしかして嫉妬しているの？」

　ごまかしても仕方がないから、正直に頷く。すると殿下はますます嬉しそうに笑った。

「かわいいな。……けれど、不安にさせてごめん。ヒルダ嬢とは、きみのことを話していた」

「私のこと？」

「そう。式典で魔法を使っているとき、急に泥の塊が出現したよね。俺はルウナのクラヴァットピンのおかげで事なきを得たけれど、ステージには泥汚れが残ってしまっていた。時限式の土魔法を使った者がいるのなら、なにか痕跡がないかとステージに行ったのだけれど、その泥を清掃していたヒルダ嬢に話しかけられたんだ。『殿下のローブはなぜすぐに汚れが消えたのか』と」

　私はこくこくと頷くことで、殿下に言葉の続きを促す。

「それで、ルウナから貰ったクラヴァットピンの洗浄効果について話したら、きみは本当に素晴らしい――って。だからふたりで賞賛していた、ルウナのことを」

　大きな手のひらで頬をすりすりと摩さすられる。なんだかそれだけで安心できる。

　殿下とヒルダさんの仲が進展しているのではないかと、勝手に勘ぐって疑っていた自分が恥ずかしくなる。

　アメシストの瞳はもうずっと私に向けられている。

　彼が息を整えるのがわかった。

「好きだよ、ルウナ」

　殿下は微笑している。私は、すぐには実感が湧かない。

　いま、殿下は――私のことを好きだとおっしゃった？

「きみのことが、大好きだ」

　嘘偽りのない言葉なのだと強調するように、クリスティアン殿下はなおも言葉を継つぐ。

「恋しくてたまらない」

　彼が切なげな表情をしているのが珍しくて、釘付けになる。

　けれどずっとは眺めていられない。ぎゅっと抱きしめられた。

　温かくて、嬉しくて、涙が出そうになる。

「そばにいて……ルウナ。いちばん近くに」

　真剣な声を耳にして、ますます感極まる。

「はい」と答えた私の声は震えてしまっていた。彼の近くにいたい気持ちをもっと伝えたいのに、ただ受け入れるだけの返事になってしまった。

　クリスティアン殿下の腕にもっと力が入って、締めつけが強くなる。

　けれど苦しさは感じない。幸福感のほうが圧倒的に大きい。

　私はそっと抱きしめ返した。殿下の体が小さく上下する。

「ルウナ……っ」

　頬にちゅっとキスされる。

「んっ……ふ」

　驚いたせいで吐息が漏れた。

　髪を手繰り寄せられ、そこにもキスを落とされる。殿下は身を屈めて私の髪を手にして、上目遣いで見つめてくる。

　この感情はなに？

　むずむずとして落ち着かない。立っているのがままならなくなる。

　クリスティアン殿下は左手で私の腰を抱く。私の足元がおぼつかないことに、気づいていらっしゃるのかもしれない。

　手を取られ、甲にもくちづけられた。きゅっと、胸を締めつけられる。

「ほかのところにもキスしていい？」

「ほかの、ところ？」

　頭がぼうっとしてしまって、彼の言葉をただ繰り返すだけになった。

「……うん。自制は、するから」

　なにを「自制」なさるの？

　わからずに首を傾げると、ベッドへ誘導された。

　ベッドの上で仰向けに寝転がる。クリスティアン殿下はというと、私に跨がったまま上着を脱いだ。

　とたんにドキッとする。

　よく考えてみれば、夜中に密室でふたりきりだ。そのことに、いまさら気がついた。

　もしかして――えっちなこと、するの!?

　急に慌ててしまう。

　心臓が高鳴りすぎて、飛び出してきてしまうのではないかと心配になった。

　晩餐会で着ていた紅いドレスのまま、まだ湯浴みも済ませていない。『えっちなこと』ができる状態ではない気がする。

「あ、あの、私……っ」

　しどろもどろになる。伝えたいことが、うまく言葉としてまとまらない。

　焦る私を見おろして、クリスティアン殿下は穏やかにほほえんだ。

「本当に自制、するから……安心して」

　殿下は大きく息を吸う。

「ルウナの素肌にキスをする、だけ」

　まるで自分に言い聞かせているような口ぶりだった。

　クリスティアン殿下は私の顔の両側に手をついて頭を低くする。先ほどとは反対の頬にキスをされた。

　触れてくる唇は柔らかくて、熱い。なんだかくらくらしてくる。

　自然と息遣いが荒くなり、胸が大きく上下するようになる。

　彼の唇は頬から耳へずれて、首筋のほうへ下りていく。

「ふ……っ」

　くすぐったさと心地よさ、それから恥ずかしさで目頭が熱くなる。

　ちゅっと音を立てて肌を吸われる。そのあとは生温かなものが首筋を這った。

「あ、ぁ……」

　舌で肌を舐められている。感触か、あるいは味でも確かめるように、ねっとりとじっくりと殿下の舌が私の肌を辿っていく。

　彼の舌は熱くてざらざらだ。こんなふうに肌を舐められるのも含めて、初めての感覚ばかりで、少し困惑する。

　そこへ、背の編み上げ紐を解かれはじめたものだからついびくっとしてしまった。

　クリスティアン殿下は顔を上げて、私に優しい眼差しを向けてくる。

「少しだけ――見せて」

　私はすぐに「はい」と答えた。彼のことが嫌だとか、怖いだとか感じて体がびくっと弾んだわけではないのだと主張したかった。

　私の気持ちはきちんと伝わったらしく、殿下は小さくほほえんだ。

　ベッドに仰向けになっている私の背中で、彼の両手がもぞもぞと動く。

　殿下からは見えないし、ベッドと私の背のあいだにはほとんど隙間がないから動かしにくいはずだ。

　それなのに彼はまごつくことなく、ドレスだけでなくコルセットの編み上げ紐も解いてしまった。

　ドレスとコルセットが緩むと、急に心許なくなった。

　……ううん、違う。

　不安なのではない。期待感が前面に出てきている。

　クリスティアン殿下にならなにをされても嬉しいから、私はただ受け入れるのみだ。

　緩んだドレスを、そっと下にずらされる。

「ん、っ……」

　ところが殿下は、乳輪が見えないぎりぎりのところまでしかドレスを引き下げなかった。

　てっきり乳房を露わにされるものだと思っていた私は拍子抜けする。

　そうしてふと気がつく。それじゃあ私――胸を見られたいみたいだわ。

　頬に熱が集まって、よけいにドキドキしはじめる。

　殿下は私の胸元を熱心に見つめている。その視線に、肌を炙られているようだった。

　胸をすべて見られているわけではないのに。

　乳首はドレスに隠されたままだ。なんでもない箇所なのに、彼の視線を過剰に意識しすぎだ。

　それでもやっぱり、見られることに悦びを感じている。

　クリスティアン殿下はふたたび頭を低くすると、私の鎖骨を舌でなぞっていった。

　彼の舌はどんどん下降して、胸のほうへと移ろう。

　もどかしい感じがする。そんなふうに思ってしまうのは、きっと不埒だ。

　えっちなことなんて前世でも経験がないのに、心の中ではもっとしてほしいと願っている。

　まだ婚前なのに――。

　私のほうこそ「自制」しなければ。ひとまず、高い声を出さないようにしようと決める。

「声……抑えてる？」

　舌を引っ込めて、殿下が言った。

　もう、どうして？

　殿下には私の考えていることなんてきっとなんでもお見通しなのだ。

　クリスティアン殿下はどこか困ったように笑う。

「いいのに」

　短い言葉でも、彼が心からそう思っているのが伝わってくるようだった。眼差しは真剣そのものだ。

「むしろ聞きたい。聞かせて――ルウナ」

　ドレス越しに、脇のほうから乳房を寄せられた。ドレスに覆われたままの乳房をぐにゃぐにゃと揉まれる。

「ぁ、あっ……ん」

　声を出していいと、お許しが出たせいか自然と高い声が溢れてくる。

　両脇から寄せられた乳房の谷間に、殿下がキスをした。そしてその谷間に舌を差し込まれる。

「ひぁ、あ」

　体が左右に揺れはじめて、止まらなくなる。意図して動かしているわけではない。

　乳首に近い位置に彼の舌があるからか、頬や首筋を舐められたときよりももっと気持ちがいい。

　熱い舌が、ふたつの乳房の合間を上下に往復している。ますます息が荒くなる。

　舌で素肌をなぞられるのは心地がいい。けれど、もどかしさもある。

　私――こんなに欲張りだったなんて。

「あ、う……殿下……っ」

　彼のことを見つめて、意味もなく呼びかけてしまった。なんだかもう、たまらない気持ちになっていた。

　するとクリスティアン殿下と目が合った。上目遣いで私のほうを見てくる彼と、視線を合わせたままになる。

　殿下の口角が、なにかを悟ったように少しだけ上がった。彼の両手がそれまでとは異なる動きをしはじめる。

　ドレス越しに胸の頂をかりかりと指で擦られた。

「ふぁあっ！　あ……ぁ、んっ、んぅっ」

　それまでとは比べものにならない、大きな快感が湧き起こる。

　クリスティアン殿下は、私が「もっと」と訴えているのを感じ取ったのだろう。

　ドレスを隔てていても、胸の頂を指でかりかりと素早く擦られると気持ちがよくて、大声が出る。

「あぁあ、ふぁああっ！」

　快感が急速に高まって、瞬く間に弾けとぶ。

　脚の付け根が勝手に上下して、下腹部の奥まったところがトクン、トクンと脈を刻んでいた。

　そうして私は、初めての高みを味わった。

















第三章　幸運の行方












　こんなふうに手を出すつもりなんてなかった――というのは、自己弁護が過ぎる。

　素肌を舐めるのも、豊かな谷間に舌を挟むのも、ドレス越しに乳首を弄いじるのも――つい、しでかしてしまったことだ。

　ナイトレア城の、ルウナが使っているゲストルームのベッドに寝転がり、俺は婚約者の寝顔をひたすら眺めていた。

　今夜は眠れそうにない。ルウナの寝顔がかわいすぎて、眠りたくない。

　たとえ寝不足になっても、明日の公務に支障が出てもいいから、ルウナを見ていたい――などと思ってしまった時点で重症だ。

　彼女のことを好きすぎる自覚はある。

　乱してしまった彼女のドレスは、背の編み上げ紐を結い上げておいた。

　完全に不本意だ。ドレスをすべて剥ぎ取って全身にくちづけたい、すべてを俺のものにしたいという欲求をひたすら押し殺す。

　いつも、自制するのに苦労している。

　本当はもっともっと、この溢れんばかりの愛を伝えたい。

　だがそれも、彼女を困らせてしまうくらいの熱を向けてしまいそうなので、我慢している。

　顔を合わせるたびに「好き」だと言いたいくらいだ。俺の愛はきっと重いから、彼女にとって負担になりかねない。

　ずっとそばにいてほしいから、強烈な感情を向けるのは避けたい。

　ただルウナと過ごしていると、どんどん想いが募る。だからいたずらなことばかり仕掛けてしまう。

　サロンで一緒にティータイムを過ごしたときだ。彼女が小さな口を開ける姿が艶っぽくて、何度も見たくなった。だから、彼女の気持ちを考えもせず執拗にタルトを食べさせてしまった。

　口の端にイチゴのソースがついていると嘘をついてまで、触れたくなった。そうして触れれば、その柔らかさに眩暈めまいを起こしそうだった。

　ルウナの口腔にタルト以外のもの――俺の舌や指――を入れたら、彼女はどんな反応をするだろうかと、つい妄想する。

　だめだな、我ながらひどい。

　こんなことを考えていると知られたら絶対に嫌われる。これからもしっかり自制していかなければ。

　誕生日を、ルウナと長く過ごすことができるだけでも幸せで、贅沢だ。

　だがルウナは、俺との結婚をどう思っているのだろう。

　そういう話題を振ると、彼女は小難しい顔をすることが多い。

　なにか気がかりがあるのだろうか。

　婚約者を不安にさせるようでは、まだまだだ。

　ルウナに一切の迷いも不安もない、万全な状態で挙式を迎えたい。

　そのために俺はなにをするべきか、考えはじめる。

　まずは絆を深めることが肝要だ。彼女を楽しませるにはなにをすればいいだろう。

　いつもナイトレア城に呼びつけてばかりでは、ルウナが辟易するかもしれない。

　街へ行くにしても、繰り返しているうちにきっと飽きがくる。

　もっと遠くへ足を伸ばしてみようか。一泊程度なら、視察を兼ねればなんとかなるはずだ。

　ルウナは、俺と一緒にいるだけで楽しいと言ってくれた。だがその言葉に甘えるつもりはない。

　彼女を楽しませて、絆を深めて、もう俺なしではいられないというくらいに依存されたいのだ。

　いや――依存させようだなんて、極端で危険な考え方だ。

　わかっていても、考えを改められなかった。

　よく眠っているルウナの腰を抱き、ぴたりと寄り添ってみる。

　柔らかく温かな彼女の体を撫で上げて、その額にキスをした。






　午後のティータイムはルウナとはふたりきりで過ごしたいと思っていたのに、思わぬ邪魔が入る。

「ルウナ様、どうぞご指導よろしくお願いいたします！」

　ヒルダ嬢はルウナに深々と頭を下げている。いっぽうルウナは「指導だなんて、そのようなこと」と謙遜していた。

　今日は、非番のヒルダ嬢がルウナに小物作りを習いに来ている。

　広いテーブルに面した椅子に並んで座り、肩を寄せ合って両手を動かすふたりのようすを、俺は向かい側から静観していた。

　ヒルダ嬢はルウナを好いている。もはや信者といっても過言ではないだろう。

　ルウナを崇あがめたくなる気持ちは充分すぎるほど理解できるが、俺のルウナにあまりちょっかいを出さないでほしいというのが本音だ。心が狭い。

　ルウナとヒルダ嬢はひとつのものをふたりで作るという目的意識があるからか、先ほどからわいわいと話に花を咲かせている。

　以前よりも明らかにふたりの仲が深まっている。

　女性同士というのはどうしてこう、ただ話をしているだけで盛り上がるのだろう。

　共感性の違いか？　俺には足りないもの、なんだろうな。

　それで、疎外感を覚えてしまう。いまさら「俺も一緒に作りたい」とは言えないから、その後もずっとルウナを眺めているだけだった。

「――このたびは本当にありがとうございました、ルウナ様！　またぜひ教えていただけますと幸いです」

　そうしてヒルダ嬢がサロンを出ていくなり、俺はルウナの隣――それまでヒルダ嬢が座っていた場所――に陣取った。

　ルウナは大きな目を丸くして俺のほうを見ている。かわいい。俺が急に隣に来たものだから、驚いたのだろう。

「ヒルダ嬢に教えるのは、楽しかった？」

　こんな質問を投げかけては、かまってもらえなくて拗ねていると知られてしまいそうだ。

　ところがルウナはにっこりと笑って「はい」と答えるだけだった。

　寂しくて嫉妬しているのだと気づいてもらえないことに、また落ち込む。ひとりよがりだ。

　俺はルウナの手に自分の手を重ねた。触れ合いたい気持ちが強くなっていた。

「殿下？」

　ルウナはほんのりと頬を赤くして首を傾げている。薔薇色の頬に、無性にくちづけたくなった。

　我慢できずに唇を寄せると、彼女の頬はいっそう赤みを帯びる。

　ふだんは凜としているルウナの頬をもっと上気させたくて、反対の頬にもキスをした。

　するとルウナは耳まで真っ赤になった。

　頬へのキスは何度もしていることなのに、いつもこんなふうに色好いろよい反応をしてくれるから、やめられなくなる。愛おしさが募っていく。

　唇にもキスしてしまいたい――が、なんとかしてこらえる。

　ルウナの唇を奪ってしまったら、いよいよ止まらなくなりそうだからだ。

　ティータイムの残り時間はわずかだ。もう間もなくして公務に戻らなければならない。

　俺は彼女の感触を自身に刻み込むため、ルウナの背中に腕をまわしてぎゅっと抱きしめた。

　ルウナを見送ったあと、俺は執務室へ向かった。

「――クリスティアン殿下、フラトン伯爵についてのご報告書です」

　部屋に戻るなり侍従が紙の束を渡してきた。

　文字で埋め尽くされた紙の束を受け取り、さっそく目を通す。

　ルウナの幼なじみであるフラトン伯爵デールのことを、秘密裏に調べている。

　というのも、デールはたびたびルウナに手紙を送っていると小耳に挟んだからだ。

　ルウナの身辺をこそこそと嗅ぎまわるのはよくないとわかってはいるが、彼女にとって害となりそうな芽は摘んでおきたい。

　フラトン伯爵はよい話を聞かない。領民に対して税の不当な取り立てをしているのではないかと噂されている。

　報告書を見たかぎりでは、不当な取り立てを裏付ける証拠はなかった。

　もっと調べを進める必要があるな。

　俺は侍従に継続して調査するよう頼んで執務椅子に座り、溜まっていた書類仕事を片付けていった。
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　ナイトレア城のサロンでヒルダさんと一緒にハンドメイドを楽しんだあとは、クリスティアン殿下にハルフォード公爵家まで送ってもらった。

　いつも送ってもらうのでは申し訳ないと言ったのだけれど、殿下は「俺がそうしたいから」と、優しくも寛大な言葉を返してくれた。

　ハンドメイドの傍ら、ヒルダさんとはいろいろな話をした。

　ヒルダさんは男爵家の次女だから、家督を継ぐことはないそうだ。けれど領地の経営にはとても興味があるらしい。

　漫画にはそんな設定があったのかしら。そういうエピソードはなかったように思う。

　でも、それとこれとは話が別だわ。漫画のヒルダさんと、この世界にいるヒルダさんは別人だ。

　私だって、漫画のルウナとは違うもの。

　転生者であってもそうでなくても、漫画とまったく同じ人格にはならないはずだと最近は思うようになった。

　それにしてもヒルダさんはとても器用だ。私が教えたことをすぐに実践してくれた。

　なんにでも興味津々で勤勉なヒルダさんだから、もしもどこかの領地運営に関わったとしてもきっと上手くいくだろう。

　私はソファに座り、サロンでの出来事――ヒルダさんが帰ったあとのこと――を思い起こす。

　クリスティアン殿下はどういうわけか私の隣に、ぴたりとくっついて座った。それから手を握られ、頬にキスをされて、きつく抱きしめられた。

　そういう流れというか、甘い雰囲気ではなかったと思うのだけれど――。

　急なことだったので、私はいつにもましてうろたえてしまった。きっと顔も耳も真っ赤になっていたことだろう。

　それに以前、胸を弄りまわされてからというもの、どうも彼のことを過剰に意識してしまう。

　もう一度、あんなふうに胸を揉まれたい、乳首をかりかりと擦られたいという欲求が、たしかにあるのだ。

　私は顔を両手で覆い、息をつく。

　だめよ――理性的でいなくちゃ。

　そうして自分に言い聞かせることで、えっちな気分に傾いていくのを抑えるのだった。






　私はわくわくとした気持ちで馬車に揺られていた。

　馬車の中にはクリスティアン殿下がいる。私の隣で、ずっとにこにこしている。

「ルウナも楽しみ？」

　尋ねられたので「はい！」と即答した。

　今日から一泊二日で、ナイトレアの東に位置するコラレル国に滞在する。

　視察をかねた小旅行だ。

　クリスティアン殿下と一緒というだけで嬉しいのに、コラレルは工芸品が盛んで、資源も豊富だから、ハンドメイドの材料が多く産出されている。

　私が専ら使っている材料のほとんどが、コラレル産だ。

「視察という名目だけれど、ルウナの興味を優先していいからね」

「あ……ありがとうございます」

　コラレルにしか売られていない材料があるかもしれない――と、私が密かに心を躍らせていたのを殿下はお見通しのようだ。

　殿下には甘やかされてばかりいるわ。

　けれど楽しみなものは楽しみだ。ここはひとつドロドロに甘えさせてもらおう。

　馬車は順調に進み、国境を越えてコラレル国に入った。

　コラレル国の街並みはどこもかわいらしい雰囲気だ。歩いているだけで楽しくなる。

「マーケットを見に行ってみようか」

　クリスティアン殿下はいたずらっぽく「視察のために」と付け加えた。

　マーケットの視察も仕事のうちだ。とはいえ私は、ハンドメイドの材料を探すのに夢中になってしまう自信がある。

　コラレル国のマーケット広場に着く。広場では食品や工芸品だけでなく、私の主目的品であるハンドメイドの材料も、目移りしてしまうほどたくさん売られていた。

「気になるものは全部、買ってあげる」

「まさか、とんでもないことでございます」

「どうして？」

　クリスティアン殿下はほほえんだまま首を傾げている。

　前世庶民の身だから、目に留まったものを片っ端から買っていくだなんて贅沢には慣れていない。

「材料はあるに越したことはない。それにルウナなら、すべてきちんと有効活用するだろう？」

　クリスティアン殿下は続けて言う。

「よけいな気は遣わず、俺に甘えて。はしゃいでいるきみを見るのは楽しい」

「では、あの……お言葉に甘えさせていただきます」

　とはいえ無駄遣いにならないよう、しっかり厳選していこう。

　マーケットで一時間ほど買い物を楽しんだあとは、コラレルの迎賓館へ行った。

　館内には瀟洒な工芸品がそこここに置かれている。ハンドメイド欲を大いに刺激される。

「……生き生きしているね、ルウナ」

「えっ？」

　いつから観察されていたのだろう。彼の視線にはまったく気がつかなかった。

　私ったら、子どもみたいに周りを見まわしちゃっていたのかも。

「いいんだよ、ありのままで。本当、ルウナはかわいい」

　くすくすと笑っている殿下に、なにも言えずについていく。気恥ずかしさと嬉しさで、なんの言葉も返せなかった。

　本日、私たちが宿泊する部屋はとても広々としていた。

　テラスの向こうには庭が見える。この部屋からしか行けない箱庭のようだ。

「庭に出よう」

「はい、殿下」

　私も庭を歩きたいと思っていたところだった。

　迎賓館の箱庭には、童話の世界に出てきそうな木々と花々、こぢんまりとした池と、それから小さな妖精の置物があった。

　全体的にメルヘンティックで、おとぎ話の世界に迷い込んでしまったようだった。

　実際、ここは漫画の世界だから、似たようなものかしら。

　そんなことを考えながら、沈みゆく夕陽に目を向ける。

　茜色の空と、朱に染められた雲がきれいだ。涼やかな風が、心地よさを倍増させる。

「ルウナ」

　呼びかけられたので彼のほうを向く。クリスティアン殿下はいつになく真剣な表情をしていた。

「なにか迷っていたり、不安に思っていたりすることはない？」

　静かな声で尋ねられた。

「ございません」と即答する。

　あらためて考えてみても、なにもかもが順風満帆だ。毎日楽しく過ごしているし、これといったトラブルもない。

　悪役令嬢ルウナとしての破滅ルートは、回避できている――はず。

「そうか――」

　からかいのない顔で見つめられる。そのせいか、緊張感が漂う。

　彼が大きく息を吸った。緊張感がもっと高まる。

「愛している、ルウナ。生涯そばにいてほしい」

　簡潔で明瞭な言葉だったというのに、告げられた直後には実感が湧かない。

　愛していると、おっしゃった？

　彼の言葉が、じわじわと身に染みてくる。

　鼻の奥がつんと疼く。だめ――泣いてしまいそう。

　私は深呼吸をすることで涙を引っ込めようとする。何度か深く息をすれば、涙はなんとか引っ込んだ。

　クリスティアン殿下はまっすぐに想いを告げてくださった。次は私の番。

「私も……ずっと好きでした。これからもおそばにいたいです」

　抑揚のない――感情がこもっていないような――口調になってしまった。

　気持ちを伝えるのって、こんなに難しいものなの？

　先ほどの一言ではとても、彼に私の想いが伝わったとは思えない。現にクリスティアン殿下は、小さく目を見開いたまま一切動かなかった。

「殿下、私は本当に――」

　すべてを言い終わらないうちに、彼の胸に閉じ込められた。

「夢みたいだ」

　ぽつりとした声が耳のすぐそばで聞こえた。どうやら殿下も、実感が湧いていないらしい。

　私はもう一度「好きです」と、溢れる想いを言葉にした。

　腰に巻きついている彼の腕に力がこもる。

　クリスティアン殿下のことが好き。殿下も、私のことが好き。私たちは、両想い。

　頭がやっと理解した。とたんに目頭が熱くなり、こらえていた涙が外へ零こぼれる。

「ふ……っ」

　嗚咽が漏れてしまう。

「泣いている？」

　殿下はすぐに気がついて、私の頬を片手で覆った。目元を指でそっと拭われる。

「わ、私……嬉し、くて」

　喜びが大きすぎて、涙が止まらない。

　次々と溢れてくる涙を、クリスティアン殿下がちゅうっと吸いとった。

「ひゃ、あ」

　驚いたせいで涙が引っ込む。私は彼を見上げて、何度も瞬きをした。

「……なんて顔で見上げてくるんだ、ルウナ」

　殿下の眉間には皺が寄っている。

　自分の表情がわからない私は「え」と短く声を上げた。

「瞳を濡らして、頬をあの空のように染めて――もしかして、誘惑してる？」

　両頬を大きな手のひらで覆われた。

「俺は簡単に負けてしまうよ」

　彼が近づいてくる。私は動かずに、ひたすら殿下を見つめ続ける。

　クリスティアン殿下との距離が縮まるにつれて、胸の鼓動が大きくなっていく。

　やがて焦点が合わなくなり、目を閉じた。

　唇に、柔らかくて温かなものが重なる。

　ひときわ大きく胸が高鳴り、そのまま連続してドッドッドッと脈を刻む。

　無意識に息を止めてしまっていた。

　唇が離れたのがすぐだったのか、あるいは長かったのか、夢見心地なせいでわからない。

　殿下は頬を緩めて、私の唇を指でたどった。






　コラレルから戻った私は、マーケットでゲットした素材を元に挙式の引き出物を製作することにした。

　この世界には引き出物、なんていう概念はないのだけれど、どうしても作ってみたかった。

　引き出物は、男女どちらでもつけることができるデザインのブローチだ。

　製作を進めているうちにヒルダさんや、ほかの侍女も手を貸してくれたので、挙式までになんとかゲスト全員分のブローチを用意することができた。

　このブローチには幸運効果を付与した。一度きりでも、身につけた人に幸せが訪れますようにと、ひとつひとつに心を込めた。

　そして挙式当日。

　ドレッシングルームで純白のドレスを着た私は、信じられない思いで目の前の大鏡を見つめていた。

　ロングトレーンのウェディングドレスには、もう何十年も憧れていた。

　細やかな花の刺繍が全体に施され、背に蝶の羽根のような飾りがついたウェディングドレスは、私にはもったいないのではないかと、もう身につけてしまっているのに少し気後れする。

　純白のドレスがきれいすぎるからだ。私は鏡に魅入る。

　嘘みたい。夢では、ない？

　私がクリスティアン殿下と結婚するというのは、漫画にはなかった展開だ。

　ゆえに、未来がどうなるのかまったく予想がつかない。

　いいえ――不安がるのは贅沢だわ。

　バッドエンドにはならなかった。生き残ることができただけでなく、大好きなクリスティアン殿下と結婚することができる。

　これからは自分たちの力で未来を切り開いていく。むしろいままで、漫画のストーリーという道標があっただけ幸運だった。

　未来はわからないから、楽しいのだ。

　支度を終えてドレッシングルームを出る。

　エントランスホールにはすでにクリスティアン殿下の姿があった。

　お待たせしてしまったわ。

　できるだけ急いで中央階段を下りようとするものの、ドレスの裾を侍女たちに持ってもらっているから、そう早くは歩けない。

　大扉の前にいた殿下は、私と目が合うなり早足でこちらに来てくれた。

「だれにも見せたくないくらいきれいだ」

　クリスティアン殿下は私の全身に視線を這わせたあとでそう呟いた。

　最大限の褒め言葉を貰えて嬉しくなる。

　私は「ありがとうございます」とお礼を言って、殿下の装いに目を向けた。

　黒い艶やかな髪と、煌めく純白のジャケットのコントラストが美しい。彼のジャケットやトラウザーズにも、私のドレスとお揃いの細やかな刺繍が施されている。

「素敵です、クリスティアン殿下」

　思ったことをそのまま言えば、殿下は少しはにかんだような笑みを浮かべた。

　ふたりでエントランスホールを抜けて外へ出る。

　結婚式を挙げる教会はナイトレア城の敷地内にある。

　雲ひとつなく晴れた空には白亜の教会がよく映えていた。

　教会の中は天井が高く荘厳だ。祭壇へ向かって一直線に伸びている赤い絨毯の上を、参列者たちに祝福されながら殿下とふたりで歩く。

　司祭の前に立つと緊張感が増した。こっそり深呼吸をして、司祭の言葉に耳を傾け、永遠の愛を誓う。

　誓約の証として交わしたキスは甘く、一瞬だったはずなのに永遠にも思えた。

　挙式を終えた私たちは、それぞれ着替えを済ませて晩餐会に臨む。

　晩餐会はつつがなく進んだのだけれど、ひとつだけ気がかりが残った。隣席していたデールが、ずっと私を睨んでくるのだ。

　彼に恨まれるようなことをした覚えはない。デールに「なにかあったの？」と尋ねてみたものの「なんでもないさ」と返された。

　デールのことが気がかりではあったけれど、晩餐会の最後には引き出物――みんなで手作りした幸運のブローチ――を配り、無事にお開きとなった。

「ルウナ、こっちに来て」

　私はクリスティアン殿下に連れられて、大広間のテラスへ出た。

　殿下は懐中時計を見て、時間を確認している。どうなさったのだろう。

　すると突然、夜空に大輪の花が咲いた。

　ドオンという、前世で馴染みのある音が耳に届く。

「花火……！」

　私が叫ぶと、クリスティアン殿下は満面の笑みで頷いた。

「結婚の記念に。ルウナの驚いた顔が見たくて」

　私は何度も頷きながら、次々と打ち上がる花火を満喫する。

　いつのまに手配なさっていたのだろう。この世界にも花火があることは前世から知っていたけれど、久しく目にしていなかった。

　懐かしさも相まって、胸が熱くなる。

　花火が終わるころには、込み上げてきた涙で視界がぼやけていた。

「……喜んでもらえた、のかな」

　心配そうに、殿下が私の顔を覗き込んでくる。

　私はすぐに「はい」と答えて、大きく頷いた。

「素敵なプレゼントを、ありがとうございました」

　今日はずっと、嬉しいことばかり――。

　湯浴みを済ませ、真っ白なナイトドレスに袖を通した私は主寝室へ向かった。

　この二週間ほどはナイトレア城のゲストルームに宿泊していたのだけれど、今夜からは夫婦の寝室で休むことになる。

　夫婦の、寝室。

　その言葉を頭の中で繰り返せば、急に緊張しはじめた。

　神様に永遠の愛を誓って迎える、初めての夜。

　心だけでなく体も、彼と契りを交わす。

　より強く、クリスティアン殿下と結びつくことができるのだと思うと嬉しい。

　初めての経験をするという不安がまったくないかと言えば嘘になるけれど、喜びのほうが大きい。

　主寝室の扉をノックして中へ入る。

　クリスティアン殿下はソファに座っていた。私と似たデザインの白いナイトローブを着ている。

「あ、あのっ……本日はどうぞ、よろしくお願いいたします」

　私は深々と頭を下げた。そのあとで、いくらなんでも動揺しすぎだと反省する。初夜だからと意気込みすぎて、いつもどおりに振る舞えない。

　いっぽう殿下は、おかしそうに笑っていた。

「もしかしてすごく緊張している？」

「ええと……はい。とても」

「そっか」

　殿下はふわりとほほえみ、ソファから立って私の目の前に立った。頭を撫でられる。

「……俺と同じだ」

　腰を抱かれ、もう片方の手で頬を覆われる。

　目を伏せて顔を近づけてくる彼の麗しさといったら、言葉では言い尽くせない。

　唇同士が触れ合う。私は慌てて目を閉じた。

　彼の唇はすぐに遠のいた。

「緊張感、少しは解れた？」

「う……よく、わかりません」

　私は目を伏せることで、なんとかして自身を落ち着かせようとする。

「ドキドキ、するから――」

　緊張して胸が高鳴っているのか、あるいは気持ちがよくてそうなっているのか、判断がつかない。息も荒くなってきてしまった。

　クリスティアン殿下は「ふ」と息を漏らして笑った。

「かわいいな――」

　恍惚とした眼差しを向けられて、目を伏せてはいられなくなる。

　手を引かれてベッドへ歩く。

　流れるような動きで、大きなベッドに組み敷かれた。

　仰向けの体勢で白いナイトドレスの腰紐を解かれると、急に心許なさを覚える。

「……っ」

　隠してはいけないと思うのに、恥ずかしさのほうが勝まさってしまい、両手で自身を覆う。

「……ごめん。気が急く」

　私は首を横に振った。

　嫌がっているわけではないのだと言いたいのに、羞恥と緊張のせいでなにも言えない。

「ずっと、ずっと――ルウナが欲しかったから」

　殿下の眉根には皺が寄っている。切実そうに見える。

「こんなことでは、だめだな」

　まるで自身を戒めるように、クリスティアン殿下は「ふー……」と、長く息をついた。

　壊れ物さながら、そっと頬を覆われる。唇と唇が合わさる。

　さっきもキスをしたのに。

　挙式のときにもした。それでも慣れない。やっぱり翻弄されてしまう。

　ベッドの上だからか、キスが淫らなことに思えてくる。

　実際、淫らなことをしようとしている。

　ドキドキという心臓の音が、頭のほうにまで響いてくるようだった。

　熱っぽい唇がそっと離れる。

　私はつい彼を見つめてしまう。もっとキスされたい。

「ルウナ……っ」

　切羽詰まったような呼び声だった。

「はい――クリスティアン殿下」

　返事をすると、殿下は眉間に小さな皺を刻んでほほえんだ。

　ふたたび唇を押しつけられる。

　これまで交わしたものとは少し違って、角度を変えて何度も唇を食まれる。

　どうしよう、すごく気持ちいい。

　キスだけで全身が蕩けそうになってしまう。

　私、最後までちゃんと保つのかな。

　幸せな不安を抱えていると、白いナイトドレスの襟を左右に開かれた。

　秘めやかな箇所――ふたつの膨らみと脚の付け根――が露わになる。

　下着の類は一切つけていなかった。とても無防備だったということにいまさら気がつく。

　初夜、だから。

　深い繋がりを持つ日だと、お互いにわかっている。

　剥き出しの乳房を、クリスティアン殿下がまじまじと見つめている。

　すべてを晒す覚悟はできていたはずなのに、いたたまれなくなって両手で胸を覆った。

「隠すのは、だめ」

　すかさず制される。

「きみが嫌でないのなら」

　嫌ではないから、困ってしまう。

　私はおずおずと両手を退けた。

　乳首がぷっくりと勃ち上がっている。ひたすら恥ずかしい。

　それなのに、もっと見てもらいたい、弄ってもらいたい――そんな感情が降って湧いた。

　矛盾した、ちぐはぐな心に快感を煽られているようだった。

　乳房を直に掴まれる。驚きと快感でびくっと体が弾んだ。

　殿下は私の顔を見つめながら両手を動かして、ふたつの膨らみを揉みしだく。

　いつだったか、ドレス越しにされたときとは比べものにならない。

「あぅ、んっ……は、あぁ……っ」

　胸の頂にはまだ触れられていないのに、気持ちがよくて息が荒くなる。

　私は体を小さく左右に揺らしながら快感を堪能する。

　そうして快感を享受するのに忙しいせいか、恥ずかしい気持ちは一瞬で吹き飛んでしまった。

　乳首の根元を指のあいだに挟まれて、揺さぶられる。

「ふぁあ、あ」

　おかしな声が出るのを抑えられない。

　もとからぴいんと尖っていた乳首が、さらに鋭い形になった気がする。

　硬くなっている胸の頂を、殿下の長い人差し指がそっと突いてくる。

「あぁっ、ん……っ！」

　ぴりぴりっと、電気が流れたような快感が迸る。

　自分で乳首を弄ったことすらなかった。初めての感覚に翻弄される。

　じっとしていられなくなり、意図せず腰が左右に揺れはじめる。内股を、もじもじと擦り合わせてしまう。

　鋭く勃ち上がっている乳首を指でこりこりと押し嬲なぶられた。

　これ以上ないというくらいの気持ちよさを、どれだけ感じているだろう。

　同時に、脚の付け根に熱が集まっていくようだった。

「ルウナの……その顔。たまらないな」

「ふ、っ……？」

「魅惑的な小さな唇をほんの少し開いて、高い声を紡いでいるきみが愛しすぎて……もっと欲張りになる」

　その言葉のあとすぐ、殿下が私の唇に吸いついてきた。

　熱い舌が唇を割り、口腔に侵入してくる。殿下は舌だけでなく両手も動かして、私の乳首をつまんでいる。器用だ。

「んん、ぅ……ふっ、う」

　気持ちがよすぎて、息の仕方がわからなくなりそう――。

　お互いの舌を絡め合わせるキスは淫靡だ。それなのに、ふたつの乳首をつままれて、揺さぶりをかけられている。

　目を瞑っているせいか、彼の舌と指の感触がより強く伝わってきている。

　すでにベッドで仰向けになっているからいいものの、もしも起き上がっていたら卒倒していたかもしれない。

　それくらい、クリスティアン殿下には大きな快楽を与えられている。

　初めは二本の指で乳首をつんつんと突かれていた。しだいに指の数が増えて、いまでは何本もの指でめちゃくちゃに嬲られている。

　唇が離れた拍子に、つい大きな声が出た。

「ぁう、あぁっ……あ、んんっ！」

　高い声は出したくないのに、口から勝手に溢れてきてしまう。

　そしてそれは声だけでは、ない。

　脚の付け根にも、確かに溢れるものの存在がある。

　体の内側が蜜を湛えて、それが外へ零れるのはごくあたりまえの反応だと、私は心の中で必死に取り繕った。

　唇を唇でふたたび覆われて、肉厚な舌が潜り込んできた。

　乳首を捏こねる指の動きと、舌を弄ぶ動きが加速する。

　どんどん高まっていくのがわかる。

「んっ、うぅううっ――！」

　脚の付け根が上下に跳ねて、そのままトクッ、トクッと脈を打つ。

　なにが起こったのか、すぐにはわからなかった。

　クリスティアン殿下は私から顔を離すと、うっとりとしたようすで首を傾げた。

「もしかして達してしまった？」

「私……あ、あの……そう、みたいです」

　深いキスを受けながら乳首を弄られていただけなのに、絶頂までいっちゃうなんて――感じすぎではない!?

　羞恥心がどっと押し寄せてくる。

　いままで知らなかっただけで、じつは淫乱な体質なのだろうか。衣服越しに胸を弄られたときだって、すぐに達してしまった。

　あわてふためく私の心を見透かしたように、クリスティアン殿下がくすっと笑う。

「嬉しい」

　彼の幸せそうな笑みを見ていると、淫乱でもいいのではないかと思えてくる。

　いまだに尖った形のままになっている胸の頂を、指でつん、つんっと突かれる。

　達したばかりでも、またすぐに快楽を求めるようになる。

「乳首を揺さぶられるの、好き？」

「う、ぅ……っ。す……好き……です。気持ち、いい……っ」

　殿下が頬を緩ませる。

「うん――もっと教えて。ルウナが好きなところを、たくさん触りたい」

　それまでよりももっと素早く胸の頂を嬲られた。私は「ふぁああ、あっ」と、ひっきりなしに高い声を上げていた。

　彼の右手が下降して、脚の付け根に辿りつく。

「あっ……」

　大きな手のひらがそこに近づいただけで、気持ちよさを感じてしまった。

　クリスティアン殿下の指先が恥丘を撫で、そのさらに下へ進む。

　裂け目を指でなぞられる。彼の指がぬめりを帯びた。

　快感の証拠が、そこにある。

「濡れてる」

　私に聞かせるつもりのない、独り言のようだった。けれど私としては、ひたすら羞恥心を煽られる。

　殿下は口角を上げて、濡れている裂け目を指で左右に押し広げた。

「ひぁああっ！」

　裂け目の中央にある粒を、指先でくすぐられる。

　とたんに凄まじい快感に襲われて、喘ぎ声が止まらなくなった。

「ふ、あっ、あぁっ……やぁう、あぁあっ……！」

「この小さな粒を弄られるのも、好き？」

　先ほどとまったく同じ調子で尋ねられた。私はこくこくと何度も頷いた。

　恥ずかしいけれど、気持ちがいいから好き。花芽のような粒を押されるのが、好き。

「素直」と、殿下は小さな声で言って笑った。

　そうして素直に認めたご褒美なのか、もっともっと花芽を弄ってもらえる。

　ぬるぬると指で擦られて、何度も頭の中が真っ白になりかけた。

「んんぅ、あぁ……ふっ、あぁん、んっ」

　胸の頂と花芽を同時に捏ねまわされる。

　とたんに快感が跳ね上がり、またしてもいちばん高いところまで昇りつめた。

「は、ぁ……あ、あぁ……」

　私が絶頂に達してしまったことを殿下はわかっていらっしゃる。どこか挑発的な笑みを浮かべて、私の両足を左右に開かせた。

　秘所を堂々と晒す体勢になる。いたたまれない。

　クリスティアン殿下は花芽を指で撫でつけた。そのあとで、指をさらに下のほうへ滑らせる。

「ひぁっ……！」

　長い指が、私の中へ入っていく。

　蜜を溢れさせる小さな口が、男性のそれを受け入れる場所で、空洞になっているという知識はある。

　けれど実際に指が蜜口に入っていくようすを目の当たりにして、羞恥心が桁外れに膨れ上がった。

　同時に快感も大きくなる。

　指が体の中に入ってくるという恐怖心は、一切なかった。

　彼の中指が私の中の壁をつっつく。だめ、だめ――気持ちいい。

　クリスティアン殿下は、私の中をほぐそうとなさっているのだろう。なんとなくだけれど、彼の指はそんな動きをしている気がする。

　指を引き抜かれるころには、それまでよりもさらに蜜が溢れていた。

　殿下はナイトローブを脱いで、下穿したばきを膝のほうへずらす。

　そうして露出した雄物は、はちきれんばかりに張り詰めていた。

「ルウナの中に、入っていい？」

　私はすぐに「はい」と答えた。あまりに前のめりすぎたのではないかと少し後悔するくらい、即座に返事をしてしまった。

　怖がったり不安がったりしてるって、思われたくない。

　気兼ねなく入ってきてほしいから、私は彼から目を逸らさなかった。

　少し強がっている部分もあるのだと殿下は気づいているのか、困ったようにほほえんだ。

「気持ちいいのも痛いのも、ちゃんと教えてほしい」

　ああ、やっぱり。

　殿下は私の心の中をいつも見透かしていらっしゃる。

　私が大きく頷けば、クリスティアン殿下は嬉しそうに目を細めた。

　両足を左右に、やんわりと開かされる。そしてその中心に、そそりたつ雄物をぴたりと突き立てられた。

　ドキンッと、胸が大げさに脈を打つ。

　そのままドキドキと連続して胸が鳴っている状態のまま、彼が入ってきた。

「ん、んっ――」

　圧迫感はあるものの痛みはまだない。もっと奥まで彼を受け入れたらきっと、破瓜はかの痛みに見舞われる。

　その時が、すぐに訪れる。

「――っ!!」

　想像を超える痛みに襲われて、声が出せなくなった。

「ルウナ」

　心配そうな顔と声で呼びかけられた。

　私はこくこくと二度、頷く。

　痛いけれど、痛くない。心は少しも痛くない。

「だい、じょうぶ……です。痛い、けど……少し、時間が……経てば、きっと」

　何度も深呼吸をして、痛みをやり過ごそうとする。殿下は悲痛な面持ちになって「うん」と答え、私の頬を撫でた。

　繰り返し頬を撫でられているうちに、痛みが落ち着いてくる。

「痛いの……和らぎました」

　クリスティアン殿下は安堵したようにほほえんだ。彼自身がゆっくりと動き出す。

　殿下はもうずっと、私の顔をじいっと注視していらっしゃる。

「痛みは和らいだとルウナは言ったけれど、完全ではないよね。辛くなるようなら、やめるから」

　奥底から絞り出しているような、苦しげな声だった。

　私はぶんぶんと何度も首を横に振って、やめないでと訴える。

　この繋がりは、夫婦になったという証明だから。痛みはまだあるけれど、繋がり合う悦びをもっと感じたい。

「ルウナ……ルウナ。好きだ」

　その言葉のあとすぐ、胸の頂をきゅっとつまみ上げられた。

「ぁ、んっ……！」

　二本の指でつままれた乳首は、それぞれ小さく捏ねられる。その指遣いに性急さはないのに気持ちがよくて、ビク、ビクッと全身が跳ね上がった。










[image: ]










　そうして、痛覚よりも快感のほうが大きくなっていく。

「あ、ぁ……っ、ん……ふぅ、う」

　吐息をたっぷり含んだ高い声が、自然と溢れてくる。

「ルウナ――」

　クリスティアン殿下は腰を緩く前後させながら言う。

「辛く、ない？」

　そういう殿下のほうが辛そうだ。

「少しも、辛くなんて……ない、です。痛みは、もう……ないです」

　彼の唇が小さく震える。

「……っ、ルウナ」

「ん……っ、ふ……っ!?」

　体の中に埋まっていた楔くさびの動きが急に大きくなる。

　殿下はまるで箍たがが外れたように、腰を素早く前後させはじめた。

　もしかしたらずっと我慢させてしまっていたのかもしれない。

「は、あ……っ。狭くて、熱い――」

　律動はさらに激しさを増す。

　全身を内側から揺さぶられて、乳房が上下に踊っている。

「あ、ぁっ……あぅ、殿下……あぁあ、あぁあっ……！」

　主寝室には私の嬌声きょうせいと、ふたりの吐息と、快楽を映したような水音がこだましていた。

















第四章　月夜の嫉妬












　目が覚めると、見たことのない天井が視界いっぱいに広がっていた。

　細やかな金の装飾の中央には天使の絵画が嵌はめ込まれている。その瀟洒な天井を、私はしばらくぼうっと眺めていた。

「……おはよう」

　掠れ声を耳にして我に返る。

　クリスティアン殿下はベッドの上で肩肘をついて、私を眺めている。

「おはようございます」

　挨拶を返したものの、まだ頭の中がはっきりしていなかった。

　笑みを浮かべている殿下と、ひたすら見つめ合う。

　しだいに、ここは主寝室で彼とは深い契りを交わしたのだということを実感した。

　熱くなっている頬を、殿下の大きな手のひらが何度も撫でる。

「顔が赤いね」

　頬がいっそう熱を持ってしまった。殿下のせいだと、心の中でだけ文句を言った。

　そこへボーン……と、遠くで鐘の音が聞こえた。

　私は壁掛け時計を見る。朝の八時を過ぎたところだった。

「もうこんな時間――」

　起き上がろうとしていると、下腹部に鈍い痛みが走った。私は体を起こせずに、つい顔をしかめてしまう。

「痛む？」

　殿下は眉根を寄せて、心配そうな顔で私の肩に手を添えた。

「いえ、その……少しだけ」

　彼は眉根を寄せたまま、掛け布越しに私の下腹部を摩った。

　私――まだ裸だわ。

　早く服を着なければと焦っていると、クリスティアン殿下が頬にくちづけてきた。

「今日はゆっくりしていて、ルウナ。無理しなくていい」

　殿下はすぐに言葉を足す。

「いや――いまの言い方だときみはやっぱり無理をしそうだな。ルウナ、命令だ。今日はゆっくり過ごすこと」

　優しさの塊みたいな命令だと思いながら、私は「ありがとうございます、ではお言葉に甘えて」と返した。

　無理をしていては怒られてしまいそうだし、王太子殿下の命令なのだから絶対だ。

「ん、よろしい」

　クリスティアン殿下は満足そうだ。

　その日は本当に、ベッドに就くまでずっと『ゆっくり』して過ごしたのだった。

　翌日からは王太子妃としての公務が始まる。

　妃教育はずっと受けてきたものの、慣れない部分もある。私がまごついていても、クリスティアン殿下が完璧にカバーしてくださるから、なんとかなっている。

　けれどきちんとこなせるようになりたい。

　いつまでも殿下に甘えていてはいけない。せっかく王太子妃になれたのだから、職務を全うしたい。

　意気込む私を、クリスティアン殿下はどろどろに甘やかす。

　昼下がりのサロンで、私は殿下と日課のティータイムを過ごしていた。

　例のごとく、彼にタルトを食べさせてもらっている。

　だめだわ、甘えすぎよ。

　わかっているものの、殿下の厚意を無下にはできない。フルーツケーキの欠片が載ったスプーンが口元にやってくるたび、ぱくっといただいている。

「かわいい、ルウナ」

　クリスティアン殿下は楽しそうだ。彼がこんなにお世話好きだなんて知らなかった。

　お腹いっぱいになったあとは、来週の舞踏会について話をした。

「俺の妻として初めての舞踏会、だね」

　肩を抱かれ、頬ずりされる。

　幸せすぎて、いまだに信じられない気持ちもあるものの、来たる舞踏会のことを考えるとますます心が躍った。






　今宵、ナイトレア城で催される舞踏会は、王太子妃としての披露目を兼ねている。

　鮮やかな赤いドレスを身に纏えば、いつも以上に気合いが入った。

　クリスティアン殿下がドレッシングルームまで迎えに来てくれる。

　ライトグレーのジャケットに黒い編み上げのロングブーツを履いた彼は相変わらず麗しすぎて、私を含め周りの者を虜にしている。

　ふたりでダンスホールへ行く。天井から吊り下がるクリスタルシャンデリアの光が眩しいくらいだった。

　たくさんの貴族たちに注目されて、ホールの中央へ。

　急に緊張感が込み上げてきた。顔が強張ってしまっていたのか、クリスティアン殿下が小さな声で「リラックスして」と声をかけてくれた。

　彼と向かい合い、楽団が奏でるワルツの旋律に乗ってステップを刻みはじめる。

　まだ緊張はしているけれど、楽しさのほうが大きくなってくる。

　それもこれも、殿下がずっとほほえみを浮かべて、優しい眼差しを向けてくれるからだ。

　気分が和み、同時に華やぐ。体が軽くなるようだった。

　ワルツが終わるころには緊張感が消えて、楽しい余韻だけが残る。

　その後はクリスティアン殿下と一緒に挨拶まわりをした。

　王太子妃となる前から殿下にくっついて、国内外を問わず主要な貴族たちと言葉を交わしていたので、挨拶をしてまわるのもスムーズに運ぶことができた。

　ゲストたちの見送りを済ませて主寝室へ戻る道すがら、クリスティアン殿下と話をする。

　明日はクリスティアン殿下が国外へ視察に行くため、早朝から夜までお城を留守にする。

　私も明日はお城で公務があるので、ついていくことはできない。

「きみをひとり城に残していくなんて心配だから、本当は一緒に連れていきたいけれど――」

「いいえ、どうぞご安心ください。お城の留守はしっかりお預かりいたします」

　彼を不安にさせまいと力強く答えた。殿下はというと、どこか困ったようにほほえんでいた。

　翌朝、太陽が顔を出したばかりの時間に、私は城門でクリスティアン殿下を見送った。

　彼が乗った馬車が見えなくなったのでお城へ戻ろうとしていると、一台の馬車がやってきた。

　こんなに朝早くから、どなたかしら。

　来客の予定は把握している。この時間に訪問者はなかったはずだ。

　馬車にはフラトン伯爵家の紋章が刻まれていた。城門の前で停車した馬車からデールが降りてくる。

「おはよう、ルウナ。じつは商談があって来たんだ。今夜は城に一泊させてくれるね」

　ずいぶんと急な話だ。戸惑いながらも私は「え、ええ」と答えた。ナイトレア城にはたくさんのゲストルームがあるから、急な来客にも対応できる。

「けれど領地のほうは大丈夫なの？」

　デールはフラトン伯爵領の領主だ。丸一日、領地を空けてしまっていいのだろうか。

　フラトン伯爵家にはほかに跡取りがおらず人手不足だから、執務は彼がすべてひとりでこなしているはずだ。

「平気さ」

　どこか遠い目をして、ぶっきらぼうにデールが言った。

「商談と言っていたわね？　いまクリスティアン殿下はご不在なの」

「問題ない。ルウナさえいてくれれば」

　じいっと見つめられているせいか、居心地が悪くなる。

「ではサロンへどうぞ」

　デールをお城のサロンへ案内する。サロンに着くと、彼はテーブルを挟んで向かいのソファに座った。

　給仕係として、ヒルダさんが同席してくれる。

「このあいだルウナがくれた幸運のブローチ……あれ、すごいね」

　挙式後の晩餐会で配ったブローチのことだろう。デールの上着の胸には幸運のブローチが輝いていた。

「このブローチをつけてから、立て続けにいいことが起こったんだ」

「立て続けに？」

　幸運効果は一度きりだから、二回も三回もいいことがあったとしたらそれはたまたまだ。

　ところがデールは私がなにか言う前に次々と言葉を足す。そのせいで、幸運のブローチの魔法効果は一度きりだということを告げられない。

　私のハンドメイド品をもっと流通させたいと話していたデールだけれど、最後のほうは「領民たちが僕の命令に従わない」だとか「人手が足りない」だとか、領地経営に関する愚痴になっていた。

　そうして二時間ほどが経過した。私は口を挟むのを諦めて、うんうんと頷きながら聞き役に徹していた。

「――ルウナ様、お話し中に失礼いたします。間もなくお客様がいらっしゃいます」

　別の侍女がサロンへやってきて言った。この時間にはあらかじめ来客の予定があった。

「申し訳ないけれど、デール。お客様と約束があるから、私はこれで失礼するわね」

「ああ……うん」

　やっとデールから解放される――そう思ってしまうのはデールに対して失礼だけれど、それが本音だった。

　私はほっと息をつきながらヒルダさんと一緒にサロンを出た。

「ルウナ様？　フラトン伯爵はいつもあのような感じなのですか？」

　私のそばを歩きながら、ヒルダさんが小難しい顔をして尋ねてきた。

「ええ、そうなの。ごめんなさいね、ヒルダさん」

「いいえ、とんでもないことでございます！　ルウナ様、お疲れになったのではございませんか？」

「そうね……少し。けれどお客様をおもてなしするのは公務のひとつだもの。頑張るわ」

　私はヒルダさんに向かってほほえみかけて、応接間へ向かった。

　夜になり、クリスティアン殿下が帰城なさった。

　私は夕食と湯浴みを済ませて主寝室にいた。

　この部屋、少し暑いかしら。

　私はバルコニーへの扉を開ける。涼やかな風が一気に流れ込んできた。

　その涼やかな夜風に誘われるようにして、バルコニーへ出た。

「――ルウナ」

　いつのまにか、すぐ後ろにクリスティアン殿下がいた。

「夜風に当たっているの？」

「はい」と答えて、私は天を仰いだ。

　闇色の空に、まん丸の月が浮かんでいる。

　そのあとで彼のほうを見る。殿下もまた空を見上げていた。

　光り輝く月の明かりに照らされたクリスティアン殿下は、いつも以上に美しい。

　殿下がゆっくりと私のほうを向く。

　ほほえんではいらっしゃるけれど、なんとなく元気がない。

「今日は視察でお疲れになられましたか？」

　尋ねると、殿下は緩く首を振った。

「視察のあいだずっと、早くルウナに会いたいとは思っていたけれど、疲れてはいないよ」

　その声もまたふだんと違って、張りがない。

　疲れていらっしゃらないのなら、どうして元気がないの？

　私はクリスティアン殿下のようすを窺っていた。

「……早朝から来客があったと聞いた」

「はい。デールが商談にやってまいりまして、お城に一泊したいと申しておりました」

　殿下の眉間がぴくっと動く。

「フラトン伯爵とずいぶん親しいんだね、名前を呼び捨てにするなんて――。それにその言い方だと、フラトン伯爵がきみの身内みたいだ」

「それは、その……親戚に当たりますので」

　そのことは殿下もご存知のはずだ。

　私がそう言っても、クリスティアン殿下は少しも納得していないようすだった。

　彼は唇を引き結び、苦しげに眉根を寄せている。

「フラトン伯爵と二時間も話をしていたんだろう？」

　ヒルダさんから聞いたのだろうか。

　まっすぐな眼差しを向けられれば、デールとの関係を追及されているような心地になる。

「デールとは幼なじみで、遠い親戚です」

　それ以上でもそれ以下でもないのだと付け加えようとしていると、先に殿下が口を開いた。

「ごめん――困らせるつもりはない」

　殿下は頭を抱えて項垂うなだれる。

「ただ、みっともなく嫉妬している」

　くぐもった声を発する彼に、私はどう接すればいいのだろう。

「心の狭い夫は嫌い？」

「まさか、そのようなこと」

　下を向いているクリスティアン殿下の顔を覗き込む。アメシストの双眸が小さく揺れた。

「愛しております、殿下」

　恥ずかしがらず、まっすぐに気持ちを伝えるべきだと思ったから、できるだけはっきりとした口調で告げた。

　クリスティアン殿下は目を細くして、小さく息をつく。

「参ったな……」

　両頬に手をあてがわれた。

「嬉しいのに、その言葉を聞くだけでは満足できなくなっている。自分の貪欲さに呆れる」

　自嘲気味にほほえんでいるクリスティアン殿下を前にして、私はどうすればよいのかわからない。

　言葉だけで愛が伝わらないのなら、なにか行動で示すべきだ。

　彼の後頭部に腕をまわして、引き寄せようとする。

　私がなにをしたいのかすぐにわかったらしい殿下が、頭を低くしてくれる。

　自分からキスするのって――こんなに難しいの？

　目はいつ瞑ればいいのだろう。そもそも彼の唇との距離感が掴みづらい。

　いつも彼からしてもらってばかりだった私はあたふたしながらも、なんとかして彼の唇に自分の唇を押しつけた。

　ところが殿下は満足してくれない。

「もっと深く」と、真顔で催促されてしまった。

　私は頷いて、ふたたび唇を寄せる。

　唇でただ触れるだけではなく、舌を挿し入れてみた。

　自分からするのって、すごく恥ずかしい。

　クリスティアン殿下はいつもどんな気持ちで、私に深いキスを施しているのだろう。

　ディープキスをするとき、どんなふうに舌を動かしていたのかわからなくなってしまう。

　すっかり動揺してまごつく私の舌を、クリスティン殿下が搦からめ取る。

「ふ……っ！」

　いつのまにかすっかり主導権を握られていた。

　私はひたすらされるがまま、舌で舌を嬲られる。息が荒くなり、同時に快感も高まっていく。

　上顎を舌で辿られるのが好きだと、殿下はもうご存知だから、執拗にそうされた。

　そのたびに「んっ、ん」と吐息が漏れる。

　不意に風を感じて、ここはバルコニーなのだと意識する。

　だれかに見られていたら困るわ。

　ちょうどディープキスが止んだ。私は彼を見上げて進言する。

「殿下？　部屋の中に入りませんか？」

「だれかに見られていたら困るから？」

「はい」と即答すれば、殿下は「仲がいいのがわかっていいじゃないか」と、いたずらっぽく笑った。

「けれどたしかに――きみのそんな顔はだれにも見せられないから、戻ろう」

　そんな顔？

　困っているのは間違いない。ディープキスで顔が熱くなってしまったから、きっといま頬が紅潮している。

　クリスティアン殿下に手を引かれて主寝室内に戻る。

　ベッドに寝転がされるのは初めてではないのに、いつもより性急だった。

　殿下はまだ怒っていらっしゃる？

　デールと長時間、話をしていたことをまだ気になさっているのかもしれない。

　クリスティアン殿下はなにも言わずに、私のネグリジェを手際よく脱がせていく。

　裸になるまでに三分もかかっていない。

「フラトン伯爵よりも俺のほうが、きみのことをよく知っている」

　唐突な発言に驚きながらも、私は「はい」と相槌を打った。

「でも――もっと知りたい」

　切実そうな表情を目の当たりにして胸を締めつけられる。彼を不安にさせてはいけないと思うのに、強い感情を向けられて悦んでいる。

「知らないところなんてないくらい……ルウナの全部を」

　熱い視線に肌を灼かれているようだった。あっというまに全身が火照る。

　それだけでなく息も上がっている。

　私、見られて興奮しているのだわ。

　舐めるように見まわされているのが恥ずかしいのに嬉しくて、体の奥底からどんどん熱が生まれるようだった。

　すっかり尖りきっている胸の頂に、殿下が顔を寄せる。

「あ……っ」

　乳首を間近で見られるのはなかなか堪こたえる。羞恥心がどっと燃え上がった。

　しかも見られるだけではなく、彼が赤い舌を覗かせるのでますます焦る。

「殿下……！」

　呼びかけたところでなんにもならない。彼はただ「うん」と唸っただけだった。

　舌が乳輪にそって動き出す。

「ふぁあ、あっ……は、あぁっ……」

　彼はどうしてこう舌遣いが巧みなのだろう。

　先ほどディープキスをされたときも翻弄されたけれど、いまのほうがもっと身も心も揺さぶられる。

　彼の舌は小さく小さく動いて薄桃色の部分を擦っている。

　大胆な動きではないものの、そのたびにぞくぞくする。快感がふつふつと湧き起こる。

　ざらついた舌が胸の頂を避けてぐるりと一周した。

「んん、う……っ」

　私が体を捩よじっても、クリスティアン殿下が舌を乳首にぶつけることはなかった。

　むしろ乳首には触れないように舌を這わせているようにも思える。

　焦らされているのを感じて、たまらない気持ちになった。

「や、殿下……あぁ、あっ……やぁ、う」

　今度こそ呼びかけに応えてくれる。ようやく舌が乳首の根元を捉えた。

「あ、あっ」

　気持ちがよくて体が跳ねる。揺れる先端を、殿下は器用に舌で追う。そんなふうに追いまわされて舐められると、快感がもっと強くなる。

　吐息交じりの喘ぎ声が絶え間なく零れて、淫靡な雰囲気が漂う。

　胸の先端は先ほどからずっと尖りきった形になっていた。それを、舌でぐりぐりと押し込められる。

「ひぁ、あぁっ……！」

　力強い舌遣いの虜だ。抉るように乳首を嬲られるのが悦すぎて、それだけで達してしまいそうになる。

　もう片方の乳首を指でつままれた。追い打ちというか、快楽の上書きというか、とにかく気持ちよさが何倍にも膨れ上がる。

「あぅ、うっ……やぁ、いっちゃ……あぅ、うぅううっ……！」

　自分で宣言したとおり、快楽のいちばん高いところまで達してしまった。

　いつものことながら、胸を弄られただけで絶頂までいってしまうのは恥ずかしい。

　このところは、私が淫らなのではなく殿下が巧みだからなのだと思うことにしている。

　クリスティアン殿下は顔を上げると、息が整わないでいる私をじいっと見おろした。

「もっと……何度でも昇りつめてほしい」

　それは、さらなる快楽を与えるのだと宣言されているよう。

　きゅうんと、胸や脚の付け根がひとりでに締まる。

　クリスティアン殿下がふたつの乳首を指先で突く。

「ふ、う……っ、んぅ」

　しだいに彼の片手が脚の付け根へと滑り落ちていった。

　濡れた秘め園を、長い指で暴かれる。陰唇に触れられるだけで快感を覚えてしまう。

　それだけでなく、さらなる刺激を期待するように腰が揺れる。

　けれどこれはどうしようもないことだから、なかば諦めてしまっている。

　そんな私の諦念ていねんを見透かしたようにクリスティアン殿下が笑う。

「自由に揺れていて、いいよ」

　彼の指が濡れ莢さやを払って、中央にある花芽を掠める。

「ん、あぁ……っ」

　その小さな粒には、少し触れられただけでもすごく気持ちがいい。蜜口から溢れた愛液でぬめりを帯びているからよけいにそうだ。

　わずかに触るのではなく、たくさん触ってほしくて、私はそっと脚を左右に開いた。

「……積極的だ」

　触りやすいようにと脚を動かしたことを、彼には気づかれていないだろうと思っていたのに、よく見ていらっしゃる。

　なんの申し開きもできずに頷くだけになる。

　けれど素直に認めた甲斐あって、殿下はすぐに花芽を弄ってくれた。

　親指と中指で、敏感な花芽をつままれる。

「ふ、うぅ……」

　両膝がかくっと上下に弾んだ。脚の開き方が自然と大きくなる。

　二本の指でつまみ上げられた花芽を、上下左右に動かされた。そう大きな動きではないはずなのに、快感は凄まじい。

　そのあとは粒をくにくにと、ふたつの指で擦られる。

　花芽を中心に、快楽の波が全身に広がっていく。手や足の先が心地よい痺れを伴う。

　私が体を揺らすせいでひっきりなしに弾んでいた乳房の片方を、殿下がおもむろに掴んだ。

「ぁ、んっ……！」

　胸を鷲掴みにされたのが嬉しくて、つい殿下の目を見つめてしまった。

「どうされたい？」

　ああ、これは。

　恥ずかしがっていてはいけないと思い至り、私は意を決する。

「んん、ふ……っ。ち……乳首……触られたい、です」

　言葉だけでなく乳首そのものが、触ってもらいたそうに張り詰めている。

「……ごめん。意地悪、してる」

　殿下は眉根を寄せてほほえみ、張り詰めた乳首を人差し指でぎゅっと押した。

「ひぁあぁっ……ふぁ、あぁっ……んぅ」

　強い快感に酔いながら私は言う。

「意地悪、でも……気持ち、いい……から……あぁ、あっ……」

　平常心なら絶対に口にしない言葉だ。けれど本心だった。

　少々の意地悪はすべて快感に変わる。

「そんなことを言われたら、もっと意地悪してしまうよ？」

　ぴんっ、ぴんっと、雄々しい指先で乳首を弾かれる。

　荒っぽい仕草だけれど痛みなんてない。あるのは快感ばかりだ。

　尖りきっている胸の頂と、膨らみきっている花芽を同時に指で押し嬲られる。

　初めは緩慢に、しだいに速くなって、途方もないくらい快感が高まっていく。

「あぁああ、んぅう、あぁっ……！」

　そうして私は二度目の絶頂を迎える。

　頭の中が真っ白になり、自分がなにを叫んだのかもわからなくなった。

　あとに残ったのは荒い息遣いと、快楽を全身へ運ぶ心地よい脈動だけ。

　私が絶頂の余韻に浸っているあいだに、クリスティアン殿下は白銀のナイトローブを脱いだ。

　彼もまた一糸まとわぬ姿になる。

　殿下の裸体はいつ見ても、均整が取れていてきれい。

「俺のことだけ考えてね、ルウナ」

　私の太ももを押し上げて左右に開かせながら彼が言った。彼は神妙な面持ちをしている。

　目の前のことで――クリスティアン殿下のことで――頭がいっぱいだ。

　むしろほかのことなんて考えられそうにない。

　私が「はい」と答えれば、殿下は目を細めてほほえんだ。

　よく潤った蜜壺の入り口に、大きな雄杭をぴたりと押しつけられる。

　それだけで体が甘く疼くのは、毎晩至上の快楽を与えられ続けているからだ。

　猛々しい雄杭が蜜壺の中に沈みはじめる。

　彼の大きなものが入ってくる悦びに包まれながら、私は「あ、あぁ……」と声を上げた。

　濡れた蜜襞みつひだを掻き分けるようにして、彼のものが行き止まりに向かって進んでくる。

　そうして彼の楔を打ち込まれると、空虚さが消えて充足感が生まれる。

　体は彼の存在を確かめようとしているのか、蜜壺が締めつけを強くしたようだった。

「ん……」と、クリスティアン殿下が艶めかしく唸る。

　その呻き声にも快感を刺激される。彼が気持ちよさそうな顔をしていると、私の快感も膨れ上がる。

　楔が奥処まで届く。私は大きく息をした。

「ふぅう、う……ぁ、あっ、あぁあっ……！」

　行き止まりをぐりぐりと押される。そのまま突き抜けてしまうのではないかと思うほど強く最奥を穿うがたれる。

　いつにもまして彼に強烈な感情を向けられている気がした。

　嫉妬されて喜ぶなんて、いけないことなのに。

　わかっていてもつい、心身ともに満悦してしまう。

　彼の楔はさんざん行き止まりを突いたあと、小さく押し引きを始めた。それに伴って体と乳房が上下に揺れはじめる。

「は、あ……。ルウナ……っ」

　呼びかけと同時に頬を撫でられた。大きな手のひらが頬から鎖骨を通り、胸のところまで伝い落ちていく。

　乳房の揺れを抑えるように、ぐにゃりと掴まれる。

「あぅ、んんっ……ふ、うぅ」

　蜜で潤った狭道を擦られながら乳房を揉みしだかれて、全身が一気に汗ばんでくる。

　そうして体じゅうが熱くなる。その熱のすべてが快楽に繋がっていくようだった。

　蜜壺の中をぐるぐると掻きまわされ、胸の頂は指で捻りまわされる。

　いつも思うけれど、殿下はいったいどれだけのことを同時にできるのだろう。

　いっぽう私は、ひとつのことしかできない。彼に気持ちよくしてもらうということ以外には気がまわらない。ひたすら快楽を貪るばかりだ。

　クリスティアン殿下は腰を前後させつつ、両手で乳首を嬲りはじめた。

「やぁぁ、んぅうっ……！」

　激しい律動でベッドが弾み、双乳が跳ね回る。それでも彼は的確に胸の頂を指で弾き、蜜壺の中を擦り立てた。

　抽挿ちゅうそうはさらに速度を上げる。目の前にいくつもの星が飛ぶ。頭の中が真っ白になるのは、何度目だろう――。

「く……っ」

　低い呻き声と一緒にすべてが爆はぜた。快感は最高潮に達して、ドクンドクンという心地よい脈動に包まれる。

　私の中に彼のものが満ちていくのを感じる。

　クリスティアン殿下の楔がずるりと外へ出た。

「あ……」

　仰向けのままでは、彼の精が外へ零れてしまいそうだった。それが嫌で横を向く。我ながら欲張りだ。

　お互いになにも言葉を発さずに、吐息だけが混ざり合う。

「……まだ、足りない」

　呟き声が聞こえたので彼の下半身を見れば、一物は少しも衰えずにそそり立ったままだった。

　横たわる私の片足を殿下が押し上げる。そしてふたたび、蜜口に彼の熱情をあてがわれた。

「ふ……っ、あぁ、あ」

　絶頂の余韻が残っているその箇所に、依然として硬いままの楔が潜り込んでいく。

　抽挿はいきなり激しい。

「やぅっ、うぅ……ひぁ、あぁあっ！」

　大声が出るのを、自分ではコントロールできない。

　私は横たわったまま揺さぶられて、次から次にもたらされる快楽に溺れる。

　ついさっき恍惚境まで昇りつめたはずなのに、ふたたびあっというまに果てを見る。

　ドクッ、ドクッという脈の音が頭を突き抜けていくようだった。

　愛情を、たっぷり注がれている。

　私は至上の幸福感を覚えながら目を閉じた。

















第五章　幸せな時間












　早朝の執務室で、俺は「ふう」と息をついた。

　ちょうど、デール・フラトンについての報告書を読み終えたところだった。

　フラトン伯爵には不審な点が多い。

　彼について調べを進めるうちに、領地の経営が難航していることがわかった。

　このままフラトン伯爵を放置しておくわけにはいかない。

　それにルウナに対してもちょっかいを出しすぎだ。

　昨夜は帰城するなり、ヒルダ嬢から報告を受けた。「デール様はルウナ様に気があるのではないか」と。「ルウナ様はまったく気がついていらっしゃらないごようすですけど」とも言っていた。

　やはりそうなのか。

　ルウナは魅力的だから仕方のないことだが、とても看過はできない。

　そもそも、彼がルウナの遠縁で幼なじみというだけで腹立たしい。身勝手な嫉妬だと自覚はしているが、感情をうまく制御できずにいる。

　ルウナのことになるとつい、感情的になってしまう。

　俺は執務椅子から立ち、窓辺へ歩いた。朝陽が顔を出して昇りはじめた。

　フラトン伯爵はちょうどいま、この城に滞在している。領地経営について、釘を刺しておくいい機会だ。

　朝食後、俺はルウナに黙ってフラトン伯爵のゲストルームを訪ねた。

「これはこれは、クリスティアン殿下……」

　フラトン伯爵は、俺が急に訪ねたからか戸惑っているようだった。

「話があって来た」と前置きして、近日中に伯爵領へ視察に行くから帳簿の整理をしておくよう言いつけた。

　それから、ルウナには手を出すなと牽制しておきたかったが、さすがに大人げないので口を噤んだ。

　彼は一瞬、眉根を寄せたあとすぐに笑みを浮かべて「承知いたしました」と答えた。

　俺の提案に対して怪訝な顔をしたのは、フラトン伯爵になにか企みがあるからではないか。そんな考えがよぎる。

　いまだに薄ら笑いを浮かべているフラトン伯爵に別れを告げ、俺はその足でルウナのもとへ向かった。

　間もなくして議会が始まるが、その前にルウナに伝えておきたい――。
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　朝食を終えた私は、私室で本日の予定を確認していた。

　今日はお茶会と舞踏会で一日が終わりそうだと思っているところへ、クリスティアン殿下がいらっしゃった。

「殿下、どうなさったのですか？」

　彼はこれから議会に出席するはずだ。

「フラトン伯爵には気をつけてほしい」

　やけに唐突な発言だった。私は思わず「え？」と尋ね返した。

「いや、さっきフラトン伯爵と話をしてきたのだけれど。どうも彼はきみに特別な感情を抱いている気がして――」

「まさか、気のせいでございます」

　するとクリスティアン殿下はあからさまに不機嫌そうな顔になった。

　けれど本当のことだわ。

　原作でも、デールとルウナのあいだに恋愛感情はなかった。遠縁でもあるし、兄妹のような関係だと思っている。

　デールとは昨日、二時間も話をしていたわけだけれど、あれは単に彼が愚痴を言いたかっただけなのだろう。話し相手は私でなくてもよかったはずだ。

「ルウナは鈍感だ」

　頬を両手でむにっと挟まれた。クリスティアン殿下は心配そうに私の目を見つめてくる。

　議会の前にわざわざ私の部屋まで来てくださったのだから。

　気のせいだ、などと言って彼の忠告を無下にしてしまったことが、いまさら申し訳なく思えてくる。

「私、気をつけます」

　デールに危害を加えられる可能性がゼロだとは限らない。

　自分の身を守る術を用意しておいたほうがいい。

「……うん。ルウナのことは俺が絶対に守るけれど、万に一つのことも起こしたくない」

　私が力強く「はい」と答えれば、クリスティアン殿下はやっと満足なさったのか、頬を緩ませた。

　議会へ行く彼を見送ったあと、私は時間を確認する。お茶会まではあと一時間ほどある。

　そのあいだに、なにか護身になるような対策をしておきたい。

　頭を捻り、どうするべきかと考える。

　そうだわ、防犯ブザーなんてどうかしら。

　前世の記憶に頼った安易な発想だけれど、ないよりはいいはず。

　もちろん今世に防犯ブザーは売られていない。ここはハンドメイドの腕が鳴る。

　日常的に身につけられるものを製作して、防犯効果のある魔法を付与しよう。

　頭の中にデザイン案が浮かぶ。

　なにをどんなふうに作るのか、考えている時間も楽しい。

　やがて頭の中だけでは考えられなくなった私は机に向かい、羽根ペンを走らせてデザイン画を描くのだった。






　デールからはたびたび手紙が届いていたのだけれど、このところ前にも増して頻繁になってきた。

　いずれも相変わらず「領地に来てほしい」という内容だ。

　そんなに愚痴を言いたいの？

　ほかに親戚がいないから、話し相手に困っているのかもしれない。彼はどちらかというとコミュニケーション下手だ。

　午後の光が射し込むサロンで、私はクリスティアン殿下に相談を持ちかける。

「フラトン伯爵領の視察に、きみも同行したい――と？」

　殿下は私のすぐ隣にぴたりとくっついてソファに座っていた。彼は私の肩を抱いて「うーん」と唸る。

「殿下の領地視察の際、商談も兼ねたいとフラトン伯爵が言うのです」

　デールのことは「フラトン伯爵」と呼ぶことにした。クリスティアン殿下に無用な心配をかけないためだ。

　デールに対する呼称が変わっていることに殿下は気がついたのか、少しだけ目を見開いたあとで口の端を上げた。

「正直なところ、きみをフラトン伯爵に会わせたくないけれど――ルウナと少しでも離れたくない、という気持ちもある」

　殿下はがくりと項垂れてため息をつく。

「複雑だ」

　葛藤しているらしい彼を見ていると、なんだかほほえましくなってしまう。

「どうして笑っているの」

「いえ、殿下はあまり思い悩まれない方だと思っておりましたので」

　即断即決の頼れる王太子殿下だ。少なくとも政まつりごとに関してはそうだ。

「悩むよ、ルウナのことは」

　殿下は私の肩を抱いたまま、もたれかかってくる。

「俺はいつも、きみのことで頭がいっぱいだから」

　耳元で紡がれた言葉が心に染みる。

「私、も……殿下のことをいつも考えております」

　離れていると寂しい。公務のあいだも一緒にいたいというのが本音だ。

「うん――じゃあ伯爵領には一緒に行こう」

　クリスティアン殿下は首を傾げて私の顔を覗き込むと、嬉しそうなとびきりの笑みを浮かべた。






　フラトン伯爵領の視察には私とクリスティアン殿下、それからヒルダさんも一緒に行くことになった。

　というのも、ヒルダさんは数字に強く、伯爵領の帳簿をチェックするにあたり大きな力になってくれるからである。

　むしろ私よりもヒルダさんのほうが戦力になるわ。

　ヒルダさんは領地経営に興味津々ということもあり、精力的にその方面を勉強しているらしかった。

　ほかにも数名の有識者と、それから護衛を連れて、私たちはフラトン伯爵領に乗り込んだ。

　名目上は視察だけれど、領地経営に関する抜き打ち調査のようなものだ。

　フラトン伯爵邸は、以前来たときよりもがらんとしていた。

　使用人の数が減っている？

　人手不足なのはわかっていたものの、デールの父親の代と比べて、使用人までこうも少なくなっているとは知らなかった。

「みなさん、ようこそ」

　エントランスホールにいたデールが覇気のない声で言った。

「こちらへどうぞ」

　デールの案内で、私たち一行はぞろぞろと歩き、彼の執務室へ。

　あらかじめ帳簿の確認をすると告げていたのに、デールはなんの準備もしていないようだった。

「歴代の帳簿はこの棚に並べていますので、自由にご覧ください」

　デールが指し示した棚の帳簿は埃ほこりを被っている。

　もし私が彼の立場だったら、帳簿はきちんと埃を払ってテーブルの上に並べておく。

　デールってこんなに杜撰ずさんな性格だった？

　どことなくだけれど、彼の態度はいつもより投げやりだ。

　クリスティアン殿下が自ら帳簿の埃を拭おうとなさるので、周りにいた従者たちが慌てて埃を取る作業をしはじめた。

「殿下はどうぞおかけください」と従者のひとりが言った。

「いや、皆でするほうが早い」

　殿下はやる気満々だ。

　結局、私たちは全員で帳簿をテーブルへ運び、埃を拭って中身を確かめはじめた。

　私が帳簿のひとつを手に取ろうとしていると、デールに声をかけられた。

「いまのうちに、ルウナの作品について商談をしたい。応接間へ行こう」

「ありがとう。けれど帳簿の確認が終わってからではいけない？」

「それでは時間がかかりすぎる。ここに一泊してくれるのなら話は別だが……」

　視察は日帰りの予定だ。私も殿下も、公務の予定を調整してなんとかこの時間を確保した。泊まりがけで帳簿を確認するのは難しい。

「きみの連れの護衛たちも一緒なら問題ないだろう？」

　返答に困った私はドレスの内ポケットから扇を取り出して、顔の半分を隠した。そのあとでクリスティアン殿下に目配せをする。

　最近の私は思っていることがすぐ顔に出てしまうから、扇を持ち歩いている。それに悪役令嬢といえばやっぱり扇だ。

　私はもう悪役ではないのかもしれないけれど、こういうところくらい原作に沿ってみてもいいと思っている。

「……たしかに、帳簿の確認にはまだまだ時間を要しそうだ」

　クリスティアン殿下は渋い顔をしながらも了承した。

　ここで殿下と別行動を取るのはよくない気もする。

　けれどなにかあったときのために対策はしてきた。私は首につけている瑪瑙めのうのネックレスを指で触る。

「ではこちらへ」

　デールのあとに続いて、私は三人の護衛と一緒に執務室を出た。

　応接間にはだれもいなかった。給仕をするメイドの姿もない。

　ここにはお茶を飲むために来たのではないから構わないけれど、なにか――おかしい。

　後方から、急に「ぐっ」だとか「うっ」という呻き声が聞こえた。

　驚いて振り返れば、護衛が三人とも泥にまみれて床に這いつくばっていた。

「な……っ、なんてことをするの、デール！」

　デールは、泥の攻撃魔法を使って護衛を昏倒こんとうさせてしまった。護衛たちもそれぞれ魔法を使えるはずだけれど、完全に不意打ちだ。

　どうしてそんな暴挙に出たの？

　正当防衛でない攻撃魔法の行使は、即牢獄行きだ。前世で言うところの暴行罪や傷害罪に当たる。

「なんてことを、か……。それは僕の台詞だ」

　私は護衛のひとりのもとへ駆け寄る。気を失っているだけのようだった。

「きみのことがずっと好きだったのに、クリスティアンに盗られてしまった。あんな男と結婚するなんて……それこそ『なんてこと』だ」

　デールは私がなにか言う前に言葉を被せてくる。

「ルウナはよっぽど王太子妃になりたかったんだね？」

「いいえ、違うわ。クリスティアン殿下のことが本当に好きで、結婚したの」

　デールがひたひたと近づいてくる。私は後ずさるしかなかった。

「もうなにもかも、どうでもいい。牢獄へ行くことになってもいいさ。けどその前に、ルウナの体を味わうんだ」

　とたんに私は震え上がった。

　冗談じゃないわ。クリスティアン殿下以外には肌を晒したくない。

　私は扇で口元を隠し、もう片方の手で瑪瑙のネックレスに触れながら「護身」と呪文を唱えた。

　ネックレスが光り、キイイインという、甲高くもけたたましい音が響く。

　ハンドメイドのネックレスに施しておいた防犯ブザーの魔法は大成功だ。

　デールは両手で耳を塞いで「なんだ!?」と声を荒らげている。

　次の瞬間にはバアンッと大きな音を立てて応接間の扉が開いた。

「ルウナ！」

　轟音を聞きつけたクリスティアン殿下が駆けつけてくれた。殿下は私を見つめたあと、床に倒れている護衛たちを見て唇を噛んだ。

　私はすぐに殿下のもとへ走ろうとしたものの、あいだにデールが立ちはだかる。

「ふんっ、僕には幸運のブローチがあるから無敵だ！」

　デールの胸にはたしかに幸運のブローチが光っている。けれどその効果はもう切れている。

　そういえばデールには、幸運効果がもうないのだということをまだ説明していなかった。

　デールは「ははっ！」と笑いながら、クリスティアン殿下に向かって泥の攻撃魔法を仕掛ける。

　いっぽう殿下は、迫り来る泥の塊を片手で振り払った。風を操ったものと思われる。泥は壁に激突して、無残に垂しだれ落ちていく。

「なんっ、なんで当たらない!?　僕には幸運が――」

　デールがすべて言い終わらないうちに、クリスティアン殿下が手をかざした。

　とたんにデールの周囲が炎に囲われる。

「ぐあっ、熱い……！」

「熱いのなら冷ましてあげよう」

　今度は大量の水しぶきがデールに襲いかかる。

　デールは水圧に押されるようにして、床に尻餅をついた。水を飲み込んだのか、息苦しそうにしている。

　そこへ他の護衛たちがやってきた。床に座り込んでもがいているデールを護衛たちが取り囲み、縄で縛り上げる。

「そんな……どうして、ルウナ。幸運は……」

　私は扇で口元を隠して言う。

「魔法の効果は一度きりだと申し上げたかったのに、私が口を挟む隙を与えてくださらないから」

　あえて他人行儀な言い方をした。彼にはもう二度と、こんな真似をしてほしくない。

　はたから見れば、いかにも悪役令嬢らしい台詞だったかもしれない。

　デールはすべてを諦めたように、力を無くして頭を垂れた。

　フラトン伯爵領へ視察に行った次の日には、デールが領民へ不当な取り立てをして私財を肥やしていたことが発覚した。

　護衛への暴行罪もあり、デールは当分、牢獄生活を送ることになり、爵位も剥奪されるのだという。

　デールは若くして伯爵領を継いだこともあり、手腕も精神も未熟な面があったのだろう。

　帳簿の不正を見つけたのはヒルダさんだ。有識者よりも早く、整合性が取れていない箇所を指摘した。

　その能力を買われて、当面のあいだフラトン伯爵領の経営はヒルダさんが行うことになった。

　フラトン伯爵家には跡取りがいないので、ヒルダさんが順調に領地を経営することができれば彼女が正式な領主になるものと思われる。

　ヒルダさんは伯爵領の経営に乗り気で、多忙な日々を過ごしていたようだけれど、時間を見つけては私のもとへハンドメイドを習いに来てくれた。

　そのおかけで、私とヒルダさんはとても親しい友人となった。






　ナイトレア城が落ち着きを取り戻したころ、私とクリスティアン殿下はハネムーンへ出発した。

　馬車に揺られて到着した港には豪華なクルーズ船が停泊していた。

　この大きな船が、貸し切りなのだという。いまだに庶民感覚が抜けない私は気後れしてしまったけれど、楽しまなければ損だ。

　広々とした客室でゆっくりと海路を行き、異国の港へ。

　潮の香りを満喫しながら、南国ムードが漂う海沿いの市場を散策する。

　市場には貝殻をモチーフにした雑貨が多く売られていた。私は目を輝かせて、食い入るように商品を見てまわった。

「楽しそう」

　傍らから声がしたことで、はっとした。

「申し訳ございません、私ばかり楽しんでしまって」

「なにを言ってるんだ。ルウナが楽しければ、もちろん俺も楽しい。さあ、どんどん買い物をして？」

　私は小さな声で「うう」と唸ったあとで「お言葉に甘えて」と言った。

　遠慮しようと思っても、彼の前ではそうはいかない。クリスティアン殿下は私を甘やかす天才だ――。

　市場での買い物を終え、レストランでシーフード料理をお腹いっぱい食べたあとは馬車に乗り、ひたすら山を登っていった。

　今夜の宿は街から離れた山の頂上にある。

　真っ白な壁にオレンジ色の屋根が載っている。かわいらしい雰囲気の宿だ。

　内装もまた白とオレンジが基調とされていた。あちらこちらに観葉植物が置かれている。

　無条件にわくわくしてしまう。

　宿の支配人に案内された部屋には大きなソファとテーブル、それから半透明の白い天幕の向こうにベッドが備えられていた。

　ソファもベッドも広々としている。充分すぎるほど寛げそうだ。

　眠る支度を調えて、クリスティアン殿下とふたりでテラスへ出る。

　初夏を思わせる虫の声が、どこからともなく聞こえてきた。

　山の上だからか風が強く、少し冷たい。

　今宵は新月。雲はひとつもない。星を見る条件は完璧だ。

　見上げればそこには、満天の星空が広がっていた。

　数え切れないほどある星々に目を奪われる。街の明かりが遠いから、星の瞬きがいっそう鮮明で美しい。

　そして隣には愛しい人がいる。私はちらりと彼のほうを盗み見た。

　クリスティアン殿下は天を仰ぎ、ほほえんでいる。この光景を、彼と一緒に見ることができて幸せだ――と、しみじみ感じた。

「……っ、くしゅん」

　風に鼻をくすぐられて、ついくしゃみが出てしまった。

「部屋に戻ろう。ここは冷える」

　肩を抱かれて部屋に引き返す。クリスティアン殿下は歩きながら言う。

「星空は部屋からでも眺められる」

「えっ？」

「あれ、もしかして気づいていない？」

　彼はいたずらっぽく笑って、私の手を引く。

　クリスティアン殿下に誘いざなわれて、ベッドを囲うように配置されている天幕の中へ入った。

　そうしてやっと気がつく。ベッドの真上には大きな天窓があった。

　その窓から星空を眺めることができる。

「寝転がろう」

「はい」

　ふたりでごろんとベッドに寝転がった。お互いになにを言うでもなく星空を見つめる。

　なんて心地がいいの。

　まどろみすら覚える穏やかな時間を過ごす。彼と一緒にいると、ずっと幸福感に浸っていられる。

「……ルウナ」

　沈黙を破ったのはクリスティアン殿下だ。彼が覆い被さってくる。

「ごめん、星にまで嫉妬してる」

　そうして、視界と唇を塞がれた。

「ふ……っ、う……」

　嫉妬心を剥き出しにしたようなキスの嵐に見舞われた。さまざまな角度で繰り返し唇を食まれる。

　穏やかな時間に、淫らな刺激がプラスされていく。きゅうっと、全身が快感で引き締まる。

「星はきれいです。でも……殿下のほうが、魅力的です」

　唇が離れたあとでそう伝えれば、クリスティアン殿下は嬉しそうに笑んだ。

　私が身につけているシルクのナイトドレスの胸元を、殿下が指先でつつつ……と辿っていく。いつもどおり下着はつけておらず、ナイトドレス一枚だけだ。

「う……ん、ぅ」

　くすぐったくて体を捩ると、殿下はますます口の端を上げた。

　今夜の彼は南国らしい麻の寝衣を着ている。涼しげで爽やかな装いだ。

「ね――ルウナ。してみたいことがある」

「はい？」

　殿下は私の耳に唇を寄せて言葉を紡ぐ。

　極上ボイスを耳に吹き込まれるだけでも感じてしまうのに、その内容がまたいけなかった。

　頬も耳も瞬く間に熱を帯び、じんじんと疼くようになる。

　私がなにも答えないからか、クリスティアン殿下は心配そうに首を傾げた。

「嫌？」

「いっ、いいえ！　その……恥ずかしいです、けど……嫌では、ありません」

「よし。じゃあ……ルウナが俺の上に来て」

　私は小さく頷いて体を起こす。

　彼の股間に私の顔がくるよう位置を考えて殿下の体を跨ぐ。

　いまからするのは、いわゆるシックスナイン。先ほど殿下に耳打ちで提案された。

　ナイトドレスの裾を腰のあたりまで捲り上げられる。ドロワーズは穿はいていなかったから、お尻と秘所がすぐ露わになった。

　秘めやかな箇所を晒した状態で彼に跨がっている。

　もうこれだけで恥ずかしい。

　全身が熱くなったものの、今夜はされるばかりではないのだと思い至る。

　恥ずかしがっている場合じゃ、ない。

　シックスナインというのは、お互いの切ない部分を舐め合う行為だ。

　私はこっそり深呼吸をして気持ちを整え、クリスティアン殿下の寝衣に手を伸ばした。彼の膝のほうへ向かって寝衣のボトムスを引き下げる。

　ぶるんっと、雄の象徴が勢いよく顔を出した。情熱的に張り詰めている一物を目の当たりにして、蜜壺が潤うのを感じる。

「ん……っ」

　ビキニラインに沿って彼の指がじっくりと這っていく。なにかを確かめているような、あるいは焦らしているような、緩慢な動きだった。

　やがて指先が割れ目のほうへずれる。気持ちがいいのを予感して、体がビクッと弾んだ。

　内側から溢れた蜜で濡れている陰唇をふにふにと押される。

「ぁ、んっ……ん、ふぅ……」

　私からは見えないけれど、殿下はきっと私の秘所をまじまじと観察していらっしゃる。

　そのことを意識すると、よけいに蜜壺が潤いを増すようだった。

　内側から次々と溢れてくる蜜を、彼の指先が掬い上げる。指は割れ目の中へ潜り込み、蜜口の浅いところを抉った。

「ひぁ、あっ」

　声を上げたあとでふと気がつく。

　私ばっかり気持ちよくなっていてはだめ。

　お互いに高め合わなければ、この体勢になっている意味がない。

　私はごくっと喉を鳴らして、はち切れんばかりに膨らんでいる一物の根元を手で掴んだ。

　すごく硬い。

　この大きくて硬いものが、いつも私の中を掻き乱しているのだと思うと、ぞくぞくしてくる。彼のものが欲しくなる。

　けれどまだ我慢。いまは目の前のことに集中しなくちゃ。

　私は右手を上下に動かしはじめる。手淫をするのは初めてだから、完全に手探りだ。

　しだいに雄杭の先端が濡れてきた。

　殿下も感じていらっしゃるのだという証拠を見つけて嬉しくなる。

　そうして喜んだ矢先、殿下の指が私の花芽を強く押した。

「ひぁあっ!?」

　敏感な花芽を、ぬるぬるとした指先で小刻みに擦り立てられる。

「あ、あっ……ふぁ、あぁっ……！」

　腰が右へ左へと揺れてしまう。動かさなければならないのは腰ではなく手だというのに、うまくできない。

　快感に耐えながら、なんとかして右手を上下に動かす。あまり強く擦っては痛むかもしれない。けれど弱すぎても、きっと物足りないだろう。

　難しいわ。

　まして私も彼に秘所を弄られている。押し寄せる快感の大波に翻弄されながら、懸命に雄杭を愛でた。

「腰を落として――」

　後ろから声が聞こえた。

　正直なところ、膝を立てて四つん這いになっているのが辛かった。

　私はすぐに腰を落とす。

　そうして気がつく。秘めやかな箇所を彼の顔に押しつけるような体勢になっている、と。

「あ、あの、殿下……っ」

　彼は私の呼びかけに「んん」とだけ答えた。生温かなものが割れ目をなぞり上げる。

「ひぁあぁっ！」

　クリスティアン殿下は舌を蛇行させて私の陰唇を舐めしゃぶっている。

　快楽以外のことがなにも考えられなくなりそうだった。

　私は「はぁ、はぁっ」と息を荒らげながら口を開ける。

　こんなに気持ちよくしてもらっているのだもの、私も頑張らなくちゃ――。

　必死に舌を出して、雄杭を舐め上げてみた。

　一瞬、クリスティアン殿下の舌が動きを止めた。けれどまたすぐに素早く走り出す。

　快感で膨らみきっているであろう花芽を執拗に舐めまわされた。

「んん、ふぅっ……！」

　彼にされているのと同じように、精いっぱい速く舌を動かす。

　絶え間なく快感をもたらされるものだから、気を抜けば舌の動きが疎かになる。だからずっと気を張っている。

　けれどそれがまた、快感の一助になっている。

「どんどん溢れてくる」

　そんな呟き声が聞こえて、つい舌を引っ込めてしまった。

「だ、だって……殿下が……」

「……うん。俺のせい」

　嬉しそうな、弾んだ声だった。

　舌で舐めまわされるのは気持ちがいいけれど、それだけでは物足りなくなってくる。

　いつのまにか私、すごくわがままになっているわ。

　彼の大きなものを体の中に収めなくては満足できない――だなんて、すごく卑猥だ。

　私が欲しがっているとわかったのか、クリスティアン殿下が起き上がった。

　腰を引かれて、彼にお尻を突き出す恰好になる。

　隘路あいろの入り口に彼自身を突き立てられれば、それだけで快感が走り、体がぶるっと震えた。

　私の中はよく潤っているから、準備万端だ。

　余るほど蜜が溜まっている箇所へ、彼の一物が入っていく。

「あ、ん……んふ、ぅ……！」

　楔はじっくりと、蜜襞の感触を確かめるように、緩慢な動きで少しずつ奥へ進む。

　それがまた悦くて、ますます快感が強くなる。

　小さな押し引きを繰り返しながら、彼の楔はやっと最奥まで辿りついた。

　とたんに強い快感が湧き起こる。後ろからだからなのか、いつにもまして彼自身の存在感が凄まじい。

　大きな楔が律動をはじめる。

「ふっ、う……ぅ、んんっ……」

　緩やかだけれど大きな動きだ。隘路の入り口から最奥までを、楔が何度も往復する。

　じれったさを伴った快感に包まれて、自然と腰が揺らめく。

「ルウナ――感じている？」

　私は頷くことしかできない。言葉ではっきりと肯定するのは気恥ずかしかった。

「そうやってお尻を振っているの、すごくかわいい」

「え、ぁ……あ、うぅ」

　腰が揺れてしまっているから、彼から見ればたしかに「お尻を振っている」状態だ。

　自覚するとますます羞恥心が溢れる。同時に快楽が膨らむ。

「いいよ、もっと揺らして？」

　ああ――そんなふうに言われると快感に拍車がかかる。

　私が恥ずかしがっているのを、殿下はわかっていらっしゃる。

　それであえて煽っているのか、あるいは純粋にそう思っているのか、どちらなのだろう。両方かもしれない。

　なんにしても気持ちがよくて、意図せずともお尻を振ることになる。
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　しだいに抽挿のスピードが上がっていった。

「あぁっ、んぅう……っ！」

　私が大声を上げると、彼の両手が胸を鷲掴みにした。

「ひゃ、うぅ」

　膨らみを上下に揉まれ、その先端を指で弾かれる。快感がどんどん強くなる。

　指で弾かれたふたつの蕾は一瞬で凝り固まった。蜜壺がトクッと、嬉しい悲鳴を上げる。

　クリスティアン殿下が吐息交じりに「んん」と声を漏らす。気持ちよさそうな声を聞くと嬉しくて、快感だけでなく幸せな気持ちも増していく。

　それまでよりも大きくベッドが弾みはじめる。私と殿下の体がぶつかり合う音が部屋の中にこだましている。

　胸の蕾と下半身の花芽を指でくにくにと弄られ、行き止まりを徹底的に突かれた私は「ひぁああぁっ！」と、悲鳴じみた嬌声を上げた。

　感情も快感もすべてが最高潮まで達して爆ぜる。

　全身がドクン、ドクン、ドクン――と、繰り返し大きな脈を打つ。

　視界がぼやけて定まらない。私の中は、彼のものでいっぱいになっている。

　両腕で自分自身を支えていることができなくなった私はベッドの上に突っ伏した。

　気がつけば、私も殿下も息が上がっていた。それにかなり汗をかいている。

　呼吸はなかなか整わずに、しばらくふたりの荒い息遣いだけが響いていた。

　クリスティアン殿下の楔が私の体から抜ける。いつもそうなのだけれど、少し寂しい感じがする。繋がり合っていることのほうが自然な気がしてくる。

　彼に促されて、仰向けに寝転がった。

　天窓の向こうにある星を、ふたりでぼうっと眺める。

「――あっ」

　思わず声を上げた。ちょうど星が流れていったところだった。

「殿下、流れ星が」

「うん。きれいだったね」

　彼の手が私の頭をそっと覆う。そのまま髪を撫でられた。

「ルウナと一緒だと、幸せなことばかりだ」

　頭を彼のほうへ引き寄せられる。頬にちゅっとキスされた。

「ん……」

　目を細くすると、頬に手のひらをあてがわれた。されるがまま横を向けば、唇にもキスを施される。

　私は目を瞑り、彼の唇の感触を堪能する。柔らかくて温かな唇は、いつ触れ合っても蠱惑的だ。強く惹きつけられて、離れられなくなる。

　気がつけば私も、積極的に彼の唇を食んでいた。

　一度は落ち着いていた呼吸がふたたび荒くなり、鼻で息をするのが辛くなってくる。

　そのことに、殿下は気がついたらしい。彼は唇を離すと、私の背中をじっくりと撫で上げた。

　それまでとは打って変わって、殿下が真剣な顔で見つめてくる。

「……もう一回、していい？」

　彼が「もう一回したい」のはきっと、キスのことではない。

　深く繋がり合うことだと、真面目な眼差しから伝わってくる。

　私は頷いたあとで言う。

「私、も……したい、です。クリスティアン殿下に、入ってきて……ほしい」

　恥を忍んで正直な気持ちを吐露すると、クリスティアン殿下は破顔した。

「では遠慮なく」

　殿下は楽しげに体を起こす。

　仰向けになっている私の太ももを押し上げて、クリスティアン殿下は笑みを深くした。

　星空を背景にしたクリスティアン殿下はいっそう麗しくて、目が離せなくなる。まだ汗が残っているのも艶っぽい。

　私もまた同じで汗をかいているし、蜜壺も潤いを残したままだった。

「ぁ、あっ……んん……っ」

　湿潤な隘路に彼の一物が沈んでいく。

　大きなそれを与えられて、心も体も大喜びする。

「ルウナ――」

　名前を呼ばれればもっと嬉しくなる。

　この世界に、ルウナとして生を受けることができてよかったと心底思う。

　楔が私の中を往復するたび、強い愛情を感じる。

　彼が好きで、好きでたまらない。

　蜜襞を擦る動きが大きく、速くなってきた。一度は爆ぜた快感がふたたび高まっていく。

　絶頂に達して空っぽになってもまたすぐに快感が募っていくものだから、不思議にも思えてくる。

　いつも際限がないわ。

　彼から与えられるものはすべてがそう。

　愛情も快楽も幸福も、なにもかもが止まるところを知らずに、どんどん積もる。

　嬉しくて、どこか切なくもあって、目頭が熱くなった。

　私はその全部を噛みしめながら、彼と星空に両手を伸ばすのだった。
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